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　Anonymous著

　五百年前のMournholdはGems市に、一人の盲目の未亡人と背丈のある頑健な彼女の息子とが暮らしていた。かつて父親がそうであったように、彼もまたMournholdの領主が所有する炭鉱のありふれた鉱夫である。と言うのも、彼には魔術の才が乏しかったからだ。その仕事に誇りを持っていたが、しかし暮らしぶりは貧しいものである。生計の足しにと、母親はcomberryケーキをこしらえては街の市場で売っている。「でも、これじゃ食べていくのには足りないわ」と彼女は言う。「それに、ずっと同じ服を着ているわけにも、雨漏りしているのをほっとくわけにもいかないし」しかし、息子のSymmachusは気にも掛けていない。彼の関心は、鉱山で大当たり（lucky strike）を引いてボーナスを手に入れることだけだったのだから。暇さえあれば、酒場でエールの瓶を傾けては友人達とトランプ遊びに興じている。そして、別嬪の女Elfを横目に引っ掛けては溜息を漏らしたりもする。要するに、彼は卑しい家柄のDark Elfの若者の典型だったのだ。ただ、特筆すべきはその巨体だけ。だから、彼にはNordの血が少し混ざっているのじゃないかというのが専らの噂である。彼が三十歳になった年、喜ぶべき事件、Mournhold王に女の世継ぎが授かった。「女王様だ！」民衆は口々に歌い叫ぶ。「我々に女王様が授かったぞ！」Mournholdの人々にとって、彼女の存在は未来の幸福と繁栄を約束するものであったのだ。
　その「命名の儀」が行われるとなって、早期閉業となった鉱山を後にしたSymmachusは、家路を急いで風呂に飛び込み一張羅に身を包んだ。「王女様を見たら、真っ先に帰って全部教えてあげるから」巡幸に立ち会えない母親に、そう約束してみせる。実際のところ、この祝典に着飾って押し寄せる人々に混ざるのは彼女にとって苦痛でしかなかったし、何れにせよ彼女には何も見えないのである。「坊や」彼女は言う。「行く前に僧侶か治療師を呼んできてくれないかい。さもなきゃ、お前が帰ってくる前に、あたしゃ、あの世に行っちまってるかも知れないよ」
　Symmachusはベッドを跨ぐ（またぐ）と、そこに横たわる彼女の額が熱く息も浅いことに気が付いた。そして、緩くなっている床板の下に隠された僅かばかりの貯えに目を落とす。ぎりぎり足りない。仕方なく手持ちの金もつぎ足すと、外套をひったくるように取って家を出た。
　足早な人々の波に逆らって、寺院に続く聖なる並木道を急ぐ。しかし、「儀礼のため臨時休業」鍵の掛けられた寺院には、そんな標識が素っ気無く立てられているだけだった。
　野次馬たちを掻き分けて、ようやく茶のローブに身を包んだ僧侶に追い付く。だが、「儀礼の後にして頂けませんか、親愛なる人」その僧侶は言う。「お布施が多く頂けるのなら、或いは……。しかし、閣下からも僧侶は全員、参加するように命じられておりますゆえ。少なくとも、私としては貴方の母上を看る余裕は御座いません」
　「今にも死にそうなんですよ！」Symmachusは必死に嘆願する。「そりゃ、あなたみたいな下級僧侶を閣下は見逃さないだろうけどね」
　「ええ。教会幹部でしたら分かりませんけどね」気後れしたように言うと、Symmachusの力強い手を自分のローブから引き離して雑踏に紛れてしまった。
　Symmachusはその後も他の僧侶たち、何人かの魔術師にさえ当たってみたけれど芳しい結果は得られない。すると、槍を掲げて武装した衛兵たちが彼を揉みくちゃにしながら通り過ぎ、ようやく王女たちの行進が近付いていることに気が付いた。
　街の統治者たちが馬車に揺られて一列に進んで行くのを見ると、群集の中から駆け出て彼は叫ぶ。

「お願いで御座います、閣下！　閣下！　私の母は今にも息絶えそうなのです！」
「この素晴らしき夜にその様な不興があってはならぬ」豪快に笑うと、国王は群集に向かって硬貨をばら撒いてみせた。Symmachusには、その国王のワイン臭い息も嗅ぎ分けられる距離である。その国王の隣の馬車には、赤ん坊を胸に掻き抱いた淑女が腰掛けている。彼女は細目でSymmachusをねめつけて小鼻を不快そうに歪めると、

「衛兵！」彼女は叫ぶ。「このウスノロを連れて行け」
　乱暴な手が幾つもSymmachusに伸び捕える。小突かれて呆然としたまま、彼は道の端へと追いやられてしまった。痛む頭を抱えながら群集の後に付いて行き、彼は丘の頂上から命名の儀を見下ろした。眼下には、茶のローブの僧侶たち、青のローブの魔術師たちが貴族の周りに集っているのが見える。
　Barenziah。
　その名前――布に包まれた赤ん坊を掲げた高位の僧侶から漏れ聞こえたものだろう――が微かに彼の耳朶を打つ。その僧侶は彼女に「双子の月」すなわち「地平線より昇りしJoneと地平線へと下りしJode」の祝福を与える。
「Mournholdに生まれし女神よ、Barenziah王女を御照覧あれ。汝の祝福と意志を彼女に与え給え。そして、汝ら慈愛溢るる神々よ、王女の至上なる統治を、Mournholdに至福と叡智を、王家の千代八千代に至るまで、切に願い申し上げ候」
「祝い給え、寿き給え」国王たちの周囲の人々も全て、中空に手をかざして詠唱に加わる。
ただSymmachusだけが静かに立ち尽くしていた、頭（こうべ）をうな垂れたまま。彼は気付いているのだ、もはや愛すべき彼の母親が旅立ってしまったことを。そして、静寂の中で彼は誓った。決して揺るがせに出来ない誓いを。国王の、そして、Mournholdを統治するために生まれてきたBarenziahの破滅を。母親の無意味な死の代償に。
　祝典の後、国王たちの行進が宮殿へと帰るのを彼は冷淡に眺めていた。そして、最初に話しかけた僧侶にも会った。彼は渡された金の見返りに嬉々として約束を果たした。遅すぎた約束を。
　彼らが見つけたのは、Symmachusの母親の死体だけだった。
　僧侶は小さく溜息を吐くと金貨を鞄に押し込んだ。「済まない、親愛なる人。しかし、これも天命です。まだ何か私に出来ることがあるなら、恐らく――」
　「返せ！　俺の金を返せ！」Symmachusは唸り声を上げる。「これ以上、金蔓が在ると思うな！」そうして脅かすように右手を振り上げてみせる。
　僧侶は後ずさりながら今にも呪詛の一つでも言い出しそうだったが、その口から三語も出るより早くSymmachusは彼の顔面を殴りつけた。ゆっくりと崩れ落ちると、暖炉の角に頭を強かに打ちつけて鋭い音を放つ。そうして、彼は呆気なく死んだ。
　Symmachusは金を引っ掴むと街へ飛んで行った。そして、彼の口元から呪文の詠唱のように同じ言葉が何度も零れ落ちてくるのだ。「Barenziah」繰り返す。「Barenziah、Barenziah……」
　Barenziahは宮殿のバルコニーの一つに立って、眩いばかりの鎧を着けて中庭に集まっている兵士たちを眺めやっていた。ちょうど宮殿から彼らの「両親」つまり国王と王妃が姿を現したところで、兵士たちは整列しつつ二人に向かって口々に喝采を送っている。国王はebony製の鎧に全身を包み紫染めの毛皮のマントをなびかせており、彼らのために連れて来られた黒馬たちも非常に華美に飾り立てられている。二人は騎乗して中庭の門まで歩を進めると、振り向いてBarenziahの方へと敬礼を送った。
「Barenziah！」と彼らは叫ぶ。「Barenziah！　私たちの宝物、良い子で待っていておくれ！」
　Barenziahは涙を溜めた目をしばたたかせながら、健気に腕を振ってみせている。彼女の胸には、Wuffenと名付けられたお気に入りの灰狼の仔がぎゅっと抱きこまれている。まだ彼女は両親の見分けも付かなかったが、しかし西の方で戦争が始まっているということ、そしてTiber Septimという名前が憎悪と恐怖と共に人々の口に上っていることだけは覚ろげに分かっていた。
　「Barenziah様！」兵士たちが、槍や剣や弓など自身の獲物を掲げて叫ぶ。そして、彼女の愛すべき両親は身を翻して馬を宮殿の外へと進めて行く。彼らに付き従う兵士たちが出て行くと、間も無く中庭には誰も居なくなった。
それから暫く経った或る日、Barenziahは着の身着のままの乳母に揺り起こされた。そして、ひどく慌てた様子で宮殿の外へと連れ出される。

　その恐怖に満ちた時間にBarenziahが覚えていたのは、燃えるような瞳を具えた、空を覆わんばかりの巨大な影だった。彼女は人々の手から手へと渡されていく。その間、外国の兵士が現れ消え、そして再び現れる。何時の間にか見知った乳母の姿は無く、代わりに見知らぬ人々が周囲を埋めていた。それから数日間――或いは数週間だったかも知れない――旅は続けられた。
　或る朝、目を覚ました彼女が馬車から降り立つと、そこは寒冷な地域だった。眼前には灰の巨石をくりぬいた様な城、そして周囲には灰白色の雪の散在する丘が何処までも続いている。彼女はWuffenを抱き締めて小さく震えると、この灰に染まった夜明けの中、無限に続くかのような空間にひどく心細くなってきた。
　彼女とHana――Barenziahと数週間の旅を共にした、茶の肌と黒髪を持つ小姓――は、その城の中へと足を踏み入れる。凍りついたような灰金色の髪を持つ、灰白色の肌の大柄な女が暖炉の前に立って彼女たちを待っていた。その女は恐怖を滲ませた（にじませた）青に光る目つきでBarenziahを見つめている。
　「彼女は、とても、その……黒いのね、肌が」とHanaに水を向ける。「私、今までDark Elfを見たこと無かったから」
　「私自身は、彼らDark Elfについて充分には存じ上げておりません。ただ、このお嬢様は」とHanaは答える。「彼女は、その赤髪のように荒い気性をお持ちです。ですから、注意して下さい。彼女は、その、噛みます。いえ、もっと悪いことになるかも」
　「すぐに躾が必要なようね」他の女が鼻をすすりながら言う。「まったく何て不潔なのかしら。おお、嫌だわ！」そう言うと、BarenziahからWuffenを引ったくり燃え盛る暖炉の中へと放り出した。
　Barenziahは金切り声を上げてWuffenの方へ飛んで行こうとしたが、しかし、どれだけ噛み付こうとも引っ掻こうとも彼女を捕える女たちの力が緩まることは無い。彼女に残されたのは、嘗て哀れなWuffenであった、ちっぽけな黒焦げの灰の塊だけだった。
　Count Svenと彼の妻Ingaの下、Skyrimの庭園に植えられた雑草のようにBarenziahはすくすくと育っていった。なるほど外見上は成長したけれど、だが、彼女は常に冷たく虚ろな宮殿での生活を余儀なくされていた。
　「私は彼女を、Barenziahを我が子のように育てたつもりです」他の奥様方と井戸端会議に耽るとき、彼女は決まって溜息混じりに呟く。「でも彼女はDark Elfなの。ねぇ、どうしたら良いのかしら？」
　Barenziahは立ち聞きをするつもりは無かった。少なくとも、自分ではそう思っていた。ただ、Ingaよりも耳の聞こえが良かっただけなのだ。他のDark Elfも持ち合わせる不名誉な特徴、つまりこそどろや嘘吐きの才、それに火の玉や浮遊などのちょっとした不似合いな魔法の才、そういうものが彼女にも備わっているのだ。それに思春期に近付くにつれて、ときめきを与えてくれるような男の子や男性に対する興味も――困惑と共にではあるが――増してきていたのである。しかし、IngaはBarenziahにとっては不可解な理由で、そういうことには気乗りしていないようなのだ。そんなこともあって、彼女はIngaの話に注意深く聞き耳を立てたのだった。
　「彼女は子供たちにも、とても良くしてくれるわ」そこに、みなBarenziahよりも若い五人の息子たちが居るのだと付け加える。「今まで彼らを手荒にしたことは無いと思うの」
　Jonniが六歳、Barenziahが八歳のとき、一人の家庭教師が雇われて二人は共に机を並べていた。彼女は武芸を好んで学んだけれど、それはCount SvenやIngaを呆れさせたものだった。だから、男の子と一緒に、小さな弓でもって的を射抜くことしか許されなかった。でも、もっと無骨な武器を使った鍛錬を出来るだけ見ていたし、自分と同じような小さな子たちがそういう鍛錬に加わっていたら不平を漏らして口論になったりもした。そんな時、彼女は自分も同じくらい上手に、あるいは、もっと上手に武器を扱えると思ったものだ。
　「彼女は、とても……自分に誇りを持っている。そうでしょう？」客人たちの一人がIngaにささやく。Barenziahは聞こえない振りをしたが、でも静かに頷いてみせる。彼女はCount SvenとIngaに対して優越感を感じずには居られなかった。そこには、何かしら侮蔑を引き起こすようなものも混じっていた。
　その後の会話の中で、Count SvenとInga が、Darkmoor城の最下級の住人たちの遠い縁者であることが分かった。そして、ようやく彼女は理解できた。彼らは全くの気取り屋で詐欺師で、決して自分に命令できるような立場に無いということを。少なくとも、自分とは違って、一国を統治するために生れてきたような者ではないのだ。そう考えると彼女はひどく腹が立ってきて、その憤慨からは高純度の憎悪が溢れ出てきた。それ以後、Barenziahは彼らを汚らわしくも避けるべき蟲の如く見るようになった。勿論、それは決して恐れからではなく、むしろ侮蔑からであった。
　一月に一度、SvenとIngaには小さな袋詰めの金貨を、Barenziahには彼女お気に入りのMorrowind産の大きな袋詰めの乾燥マッシュルームを運ぶ急便が皇帝から届いていた。この急便が届くとき、いつもBarenziahはIngaのお眼鏡に適うような見栄えの良い格好をさせられた。少なくとも、やせっぽちのDark Elfには一等マシな格好を。急便を運ぶ使節で同じ者が二度くることは滅多に無かったけれど、彼らは決まって同じように彼女をジロジロと見たものだった。まるで、これから売りに出す豚を見るような目付きで。
　十六歳の春、遂にその売りの用意が調ったのだと彼女は感じた。
　よく考えた末、「そんなことは御免だ」という結論に達した。そして、Straw――頑健で体格よく金髪の筋肉質で、でも不器用で優しくて愛情深くてかなり単純な男の子――も、この数週間に早く逃げ出してしまった方がいいと彼女を急き立てる。彼女は使節の残していった金貨袋と店に置いてあるマッシュルームを失敬すると、脱ぎ捨てられていたJonniの古いチュニックと半ズボンを着込んで男の子に変装する。そして、気持ちの良い春の或る夜、彼女とStrawは一等よい馬をちょろまかしてWhiterunを目指す過酷な旅に出発したのだった。そこは最寄りの街の中では一番おおきなものであったし、何より彼が行きたいとせがんだのだ。しかし、彼女は東方のMournholdやMorrowindにどうしても引き付けられていた。それは、ちょうど磁石が鉄を引き寄せるようなものだった。
　その朝、彼女の提案で二人は馬を乗り捨てた。きっと追跡者たちはその馬の後を追うだろう、と彼女は踏んだのだ。
　そして、彼らは徒歩で昼まで歩いた。見つからないよう、道の端に並んで。それから、夜には打ち捨てられた小屋で過ごす。黄昏を迎え夜が明ける前に、二人はWhiterunの門に辿り着いた。Strawのために、彼女は間に合わせの通行許可証をこしらえておいた。「右の者、近隣の村の長のため、寺院への立ち入りを許可する」というものだ。彼女自身は、浮遊の魔法で街の壁を一っ跳びである。これは上手いやり方だった。と言うのも、衛兵たちは、若いDark ElfとNordの少年とが一緒に旅をしているのを血眼になって探しているからだ。けれども、一方、誰も連れていない田舎者――例えばStrawのような――は、ありふれた連中であるのだ。独りで、しかも然るべき許可証があるならば、何か疑いを掛けられることも無いのだ。この彼女の単純な作戦は功を奏した。彼女は街の門に近い寺院で彼と落ち合うと、幾つか見慣れた風景を通ってWhiterunへと向かった。しかし、Strawにとっては、どんな風景も新鮮に感じられた。そもそも、彼は生れた場所、つまりSvenの地所から数マイルも出たことが無かったのだ。
　貧民街にある寂れた宿への道を二人で進む。朝の寒さにかこつけて手袋、外套、それにフードを被った彼女には、Dark Elfの特徴の黒肌と赤目は見当たらない。道行く誰も注意を払わない。Strawは宿屋の主人に小部屋を一つ、食事をどっさり、それに二杯のエールを頼んだ。その後、少しの間、彼女は周りを気にしていた。
　そして、二人は脱出の成功を祝って陽気に飲み食い、鰻の寝床で情熱的に愛を交わした。その後は、旅の疲れから、一緒に夢も見ない眠りに落ちた。
　Whiterunでの逗留は一週間を過ぎた。Strawは少し金になるような用事をこなし、Barenziahは何軒かの家に夜盗を働いていた。彼女は男の子の変装を止めない。燃えるような赤髪は短く切った上で真っ黒に染めて、そうして入念に変装を施して出来るだけ家の外にも出ない。何しろ、WhiterunにDark Elfは少ないのだ。
　或る日、Strawは東方へ向かう隊商の護衛に就くことになった。その護衛仲間の一人、帝国軍あがりの軍曹と名乗るいかつい隻腕の男がBarenziahを疑わしげにジロジロ見て言う。

　「へへ」彼は含み笑いする。「あんた、Dark Elfだろ。こんなところに居たんじゃ、羊を守るのに狼を置くようなもんだぜ。これからMorrowindの方に行くんだがね、まだ、腕っ節の強い連中が必要なのさ。なぁ、あんた、一枚かむ気は無いかい？　そうだぜ、あんた、仲間のためにも俺達を裏切ったっていいんだぜ。もっとも、俺達の地元の盗賊どもときたら、喜んで俺の、それにあんたの首を掻っ切ろうとするだろうがね」
　そこで彼は振り向くと、Strawに品定めの一瞥をくれる。そして再び彼女の方に振り向くと、不意に短剣を抜き放った。だが、瞬く間に彼女の手にダガーは閃き、瞬時に防御の姿勢が取られた。Strawもナイフを抜くと、弧を描くような一閃を彼の背に放つ。軍曹は剣を落とすと、例の含み笑いを漏らす。
　「いや、悪かった。悪気は無いんだぜ、坊主たち。しかし、あのダガーさばきはどうやったんだい？」彼女は簡単にデモンストレーションしてみせる。「悪くない。いや、まったく悪くない。それに、夜目も利くし耳の聞こえも抜群ってもんだ。他の連中よりも、ずっと当てになるってもんじゃないかい。分かったぜ。この片腕を無くして傷病兵で帝国軍からお払い箱になる前は、Symmachusの旦那のところに厄介になってた事もあるくらいだからな」
　「連中を裏切ってやろう。たんまりと金を出してくれる奴にも心当たりがあるし」その後、崩壊寸前の宿屋での最後の夜、StrawはBarenziahの背中に腕を廻して言う。「それか金を盗んだっていい。連中、リッチな商人どもなんだからね、Berry（Barenziahの偽名）」
　彼女は笑って答える。「お金が何になるって言うの？　それより旅の護衛が必要だわ。連中が私たちを必要としているくらいには、ね」
　「いいかい、Berry。小さな牧場を買うんだ。それで、二人して一緒に暮らすんだ、きっと幸せになれるよ」
　この百姓根性！　彼女は侮蔑を込めて彼を見る。Strawは全くの百姓で、そんな百姓的目標以外の何も夢想すらしないのだ。しかし、彼女が言えたのは、「Straw、でも、ここじゃ駄目だわ。ここはまだDarkmoorに近すぎるし、もっと東の方に行かないと」

　隊商は極東のSunguardを目指している。皇帝Tiber Septim一世の一行は、建物が立ち並び警備隊の巡回する、比較的に安全な街道を通って行った。しかし、それでは交通料が高くつきすぎるので、この隊商は敢えて脇道を通っていくことにするのだ。それは、人間やオークどもの路傍盗賊、それに混合人種どもの放浪山賊からの襲撃を招くものではあったけれど、しかし、それでも、商売と利益を最優先にすればこの選択が正解なのだ。
　Sunguardに着く前、彼らは二つの事件に遭遇した。一つ目は待ち伏せだったが、しかし、Barenziahの鋭い聞き耳は随分と前から襲撃者たちの包囲網を知らせ、彼らは無事に切り抜けることが出来た。二つ目は、Khajiit、人間、Wood Elfから成る混成部隊による夜襲だった。この一群は前の連中よりも巧妙で、さしもの彼女にも、奴らの抜き足に充分な警告を送ることは出来なかった。だから、今回は激しい戦闘に入る他は無かったのだ。何とか撃退したものの、隊商の警備に二名の犠牲が出て、BarenziahがKhajiitの暗殺者の喉に深手を負わせる前に、そのKhajiitのナイフはStrawの腿に醜い切り傷を残した。
　Barenziahにとって、その旅はとても楽しいものだった。お喋りの軍曹殿は彼女を好いてくれているらしく、彼女の方も、夜の時間のほとんどは焚火の周りで彼の物語――Tiber Septim皇帝 やSymmachus将軍に付いて廻ってMorrowind中を行軍した話――に耳を傾けている。このSymmachusという男は、Morrowindにも戦火が及んだ頃に将軍となったらしい。「全くもって優秀な戦士さ、旦那はね。いや、本当に、Morrowindじゃ兵隊連中が大勢かり出されたんだぜ。俺の言ってること、分かるだろ？　いや、まったく、Dark Elfのお前さんには、言うまでも無いことだろうけどね」
　「ううん、もう昔のことは覚えてないよ」無造作な仕草で彼女は否定してみせる。「それに、僕、ほとんどSkyrimで暮らしてたから。そこの男と母さんは結婚したんだけど……でも、もう二人とも死んじゃったけどね。ねぇ、教えて、Mournholdの国王と王妃に何があったのさ？」
　軍曹は肩をすくめて答える。「いや、俺にも詳しいことは。二人とも死んだと思うがね。この前までは盛んにドンパチやってたけどね、今は休戦状態、静かなもんさ。いや、静か過ぎるね。嵐の前の静けさ……。なぁ、本当にそこに、Mournholdに戻るつもりなのかい？」
　「多分ね」Barenziahは頷いてみせる。実際のところ、抗い難く、彼女はMorrowindやMournholdに惹かれているのだ。まるで、燃え盛る家に飛び込もうする蛾のように。それは良くないことだ、そうStrawは感じている。何れにせよ、彼女を男の子に思わせるためベッドを共に出来ないから、彼はむくれているのだけれど。もちろん、それはBarenziahにとっても寂しいことではあった。ただ、Strawほどではないようだが。
　それからも軍曹はBarenziahたちのMournhold行きを止めようとしたけれど、彼女たちは頑として譲らなかった。それにも関わらず、彼はこの警備の仕事にボーナスを出した上で羊皮紙に推薦状まで書いてくれた。
　StrawはSunguardの近くに永住しようと言ったが、Barenziahはもっと東の方へ行こうと主張した。「本来なら、私は正統なMournholdの女王なのよ」そうは言っても、彼女にも確証は無い。ひょっとしたら、寄る辺も無く当惑した子供の見た白昼夢かも知れないのだ。「私は故郷に行くわ。ううん、行く必要があるの」少なくとも、それだけは確実だった。
　何週間か後、彼女たちは何とかして東方へ向かう隊商の中に潜り込んだ。現在、Morrowindの国境近く、初冬のRiftonの街に一行は居る。しかし、日が経つにつれて天候は厳しくなるばかり、しかも、春の中頃まではロクな商売の口も無いようだ。
　Barenziahは街を囲む壁の天辺に立つと、RiftonとMorrowindを分断する深い渓谷、その向こうに雪を戴いてそびえるMorrowindの山々を見晴らかしていた。
　「Berry」Strawが優しく声をかける。「Mournholdまでもう少しだけど、でも、まだまだ長い道程だよ。だって、ここからMournholdまで、狼や盗賊やオークや、もっと邪悪な生物で一杯なんだから。だから、春になるまで、ここで待つことにしないかい？」
　「Silgrodの塔があるわ」Berryは答える。そして、それは、彼女の生まれ故郷であるSkyrimとMorrowindの国境を守る古代の塔なのだと説明してみせる。
　「でも、橋を守る警備隊は通してくれないよ。帝国の軍勢だって難儀してるくらいなんだから。それに賄賂も利かないし。ねぇ、酷いことを言うようだけど、行くなら独りで行くことになるよ。もちろん、僕は必死で止めるよ。でも君は決して聞かないだろう？　そのSilgrodの塔も帝国軍で一杯だよ。連中のための洗濯女にでも、いや悪くすれば慰み者にでもなりたいのかい？」
　「違うわ」よく考えてから、彼女はゆっくりと否定してみせる。しかし、その考えは魅力的でもあった。きちんとした連中となら帝国軍の兵士とでも眠れるだろう、そう彼女は考える。実際のところ、Strawの目を盗んで女らしく着飾っては、Skyrimから来たという冒険者の何人かと寝たこともあったのだ。ただ、彼女は変化が欲しかっただけなのだ。確かにStrawは優しいけれど野暮ったい。そして、その冒険者たちから金を取れたということに、驚きよりも喜びの方が込み上げてきたものだった。もちろん、それがStrawにばれた後、彼は大いに拗ねて暫くはコトのあるごとにグチグチと文句を言っていたけれど。彼はとても嫉妬深いのだ、そうBarenziahは思っている。だから、「もう別れてやる！」と彼は大見得を切ることもあった。もちろん、実行には移さなかったし、これからも移すことは無いだろうけれど。
　しかし、帝国軍の兵士たちは、ひどくタフで質の悪い連中らしい。この旅すがら、彼女は奴らにまつわる醜悪な話を幾つも聞いたものだった。その中でも最も聞くに堪えないものは、隊商の護衛仲間の退役軍人から勿体ぶって物語られたものである。その話はBarenziahたちを脅かそうとした大仰なものであることを彼女は分かっていたけれど、その荒々しい話の中には幾つかの真実が含まれていることも彼女は理解していた。Strawはその手の汚らしい話を聞くことは大嫌いだったし、彼女が聞くことはもっと大嫌いだった。しかし、そこには彼の気を惹く部分があったことも事実なのである。
　そんなStraw の性癖にBarenziahも気付いていて、「ねぇ、私よりも素敵な女の子が居るんじゃないかしら？」と彼をけしかけてもみる。だが、「Berry、僕には君以外は考えられないよ」と答えるばかり。だから、彼女は彼に率直に言ってやっているのだ。「いい、Straw？　確かに私は貴方のことを誰よりも好きだけど、でも、そんなに私のことを気にする必要は無いのよ」そんな台詞に、或る時、彼はこう答えた。「だったら、どうして僕以外の男と出発しないのさ？」
　「さあね」
　Strawは溜息を吐いて言う。「やれやれ、みんな言ってるけど、本当にDark Elfはそんな風なんだね」
　Barenziahは肩をすくめて笑みを浮かべる。「だって私にも分からないんだもの。……ううん、でも、本当は分かってるのかも」そう言うと、振り返って彼に優しくキスをする。「これが私の答えそのものよ」
訳注　Morrowindの世界には二つの大小の月が存在する。それらは、それぞれJodeとJoneとして信仰の対象となっている。本小説の舞台である第二時代、皇帝Tiber SeptimによるTamriel全土に対する征服が為された。そのため、Mournholdを征服したのは帝国軍であると考えられる。
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「真実のBarenziah」第二部

Anonymous著

　結局、BarenziahとStrawは、Riftonの貧民区の安宿で冬を越すことにした。彼女は盗賊ギルドに入ることにした。と言うのも、フリーランスで捕まったら、盗賊ギルドからの報復が怖いからだ。或る日、そのギルド員と覚しき大胆そうな若いKhajiit――彼はTherrisと名乗った――を酒場で見かけた。ギルド加入を仄めかして（ほのめかして）ベッドに誘うと、彼は一瞥の後でにっこりと笑った。しかし、まだ加入の儀式が必要なのだと彼は言う。
　「どういうものかしら？」
　「ふむ」Therrisは言う。「まぁ、取り敢えず何か甘いものを奢ってくれないかな？」
　（この一節は、寺院の検閲官によって削除されている。）
　Strawは私を殺そうとしているのよ、それに、たぶんTherrisも。全くどうして、そんな脅迫観念が彼女を支配してしまったのか。ぼうっとした頭で、彼女は部屋中に気遣わしげな視線を投げる。もうTherrisは興味を失ってしまったのか、既に自分の仕事に戻っている。ひどく頭が混乱していることに彼女は気付いた。第一、ここはStrawと泊まっていた宿屋ではない。何処なのだろう、とぼんやり考える。幸運なことに、それから少しも経たない内に彼女はStrawに発見された。
　Barenziahが出会った中で、Therrisは飛び切りエキサイティングで魅力的な男だった。盗賊ギルドで働くのに必要なスキルだけでなく、彼自身が稽古を付けたり知人も全て紹介してくれた。
　その彼の知人の中には、魔法に通じている女が居た。Katisha、既に背中の曲がった落ち着いた雰囲気のあるNordだ。鍛冶屋と結婚して二人のティーンエイジャーの子供を持つ、非常にマトモで尊敬すべき人物である。但し、猫（論理的に言えば、人間種の中で彼らに相当するのはKhajiitなのであるが）を好んで食べること、かなりの魔術の才を持っていること、それにかなり奇妙な人間たちと知己であることを除けば。そんな訳で、彼女から不可視の魔法、それに他の潜伏や変装の術も学べるだろうとBarenziahは踏んだのだ。Katishaは魔法と非魔法の術を上手く組み合わせる才能も持ち合わせていて、自由に両者の効力を互いに増幅させることが出来るのだ。彼女自身は盗賊ギルドの一員ではないが、Therrisとは親子のような関係で親密なのだ。そして、Barenziahも彼女には他の女に無い暖かみを覚えて、もう数週間の内に自分のことをすっかり打ち明けてしまっていた。
　時々、StrawもKatishaのところに連れて行く。彼も彼女を気に入ってくれたようだった。もちろん、Therrisは別だが。しかし、Therrisの方はStrawを「面白い奴だ」と言って、「そうだ、BarenziahとKatishaとStrawで三人組でも組んだら？」と勧めてみせる。
「よしてよ」Barenziahはきっちり断ったが、Therrisがプライベートのことに口出ししたことを今度だけは感謝していた。「彼、こういうことは好きじゃないのよ。それに、私もあんな鈍いのと組むのは御免だしね！」
　Therrisは猫特有の三角形の目でチャーミングに笑うと、だらしなく椅子に四肢を伸ばして尻尾を丸めてみせる。
「驚くかも知れないけどね、うん、僕もそんな気はするよ。君とStrawのペアは確かにつまらないからね」
　Barenziahは歯を光らせて答える。

　「貴方だって、あんな田舎者で無骨者なのと組むのは嫌じゃないかしら？　ねぇ、良かったら、誰か素敵な人を紹介してくれない？」
　「ああ、いいとも。僕に退屈しても、他に面白い奴と知り合えるはずさ」こうして、Barenziahは今や盗賊ギルドの一員となった。加入の儀式に受かったのだ。Therrisは便利な男だけど、どうしても必要というものでもないな。そう考える彼女は、ひょっとしたら、もう彼にも少しばかり退屈し始めているのかも知れない。
BarenziahはKatishaと恋愛談義に花を咲かせていた。と言うよりも、Katishaに男の相談に乗ってもらっていたと言う方が正しいだろう。Katishaは首を振って言い聞かせる。「いいかい？　愛を探さなきゃ駄目だよ。セックスじゃなくてね。StrawでもTherrisでもない、貴方だけに相応しい男が居るんだから。その時になれば貴方も分かるわよ」
　Barenziahは不思議そうに頭を傾げる。「でも、みんな、Dark Elfは売、売……その、何かしら。売春婦（prostitute）？　だって言うわ」曖昧な調子で言う。
　「乱交（promiscuous）って言いたいのね。確かに乱交は売春婦に通じてもいるけどね」Katishaは少し考えてから言葉を続ける。「でも、それも若い時だけよ。もちろん、あなたは成長期で、そうなりつつあるところでしょうけど」それから、Barenziahに希望を持たせるように言い足した。Katishaは彼女が好きだし、これからもっと好きになるだろうと予感していたからだ。「同じDark Elfの、若い男の子に会うべきね。このままKhajiitや周りの人間たちと付き合ってたら、あなた、来年になるのも待たずにお母さんになっちゃうかも」
　そんな状況を想像して、Barenziahは思わず笑ってしまう。「ふふ、それも素敵じゃないかしら。そう思うよ。でも、子供が出来たら不便だろうね。面倒の元だし、第一、まだ自分の家も無いんだから」
　「今いくつなの？　十七歳？　そう、だったら、よほど不幸じゃない限り、あと一、二年は妊娠せずに済むってわけね。Dark Elfは他のElfとの間に子供が出来にくいのよ。ましてや、Elf以外の人種とはね。だから、その点に関しては、心配は要らないわね」
　Barenziahは何かを思い出したように切り出す。「そう言えば、Strawは牧場を買って私と結婚したいんだって」

　「貴方の方は？」

　「考えてないわ、まだ。でも、そう、ひょっとしたら何時か。だけど、そうしたら私、女王様にはなれないわね。もちろん女王は女王でも、Mournholdのよ」

　断固として、ほとんど強固と言ってもいいくらいに、強く彼女は断言した。まるで疑いを振り払うかのように。
　最後の女王のことに関しては、Katishaは言及を避けた。思春期の女の子に特有の豊富な想像力、その発露としか見なかったのだ。「思うに、その何時かが来るまでには、Strawはヨボヨボのお爺ちゃんになっちゃってるでしょうね。Elfの寿命はとても長いんだからね」神から与えられた一千年というElfのライフサイクルを考えて、彼女は単純に羨ましそうな表情を顔に貼り付けている。実際のところ、そんなに長生き出来るElfは稀である。病気や暴力、そういうものが彼らの命を刈り取ってしまうのだ。しかし、可能性としては在るのだし、事実、それだけ生きたElfも居るのである。
　「お爺ちゃんになっても彼のこと好きよ」Barenziahは答える。
　そこで、或る事に気付いてKatishaは笑ってしまった。いやにBarenziahが我慢できなそうにモジモジしていると思ったら、何時の間にか向こうの机でTherrisが書類の整理をしていたのだ。彼の小心者で折り目正しい気質から、念入りに書類を並べているようである。
　その後、Strawを見張りに残して、彼らは貴族の邸宅に押し入った。Therrisが言うには、とても簡単な仕事だが、とにかく静かにやらなければならないそうだ。それに、この四人の他にギルドから応援を呼ぶつまりも無いらしい。彼が言うには、BarenziahとStraw以外は信用するに足らないのだ。
　「ねぇ、何を探せばいいの？　私が見つけてきてあげるわ」Berryは注意深く囁く。Therrisは彼女ほどには夜目が利かないし、それに魔法も少しでも光が漏れるため使うわけにはいかないのだ。
　彼女は恐ろしく豪勢な部屋に居た。そこは、子供時代を過ごしたDarkmoor城のCount SvenとIngaの居室とは比較にならないものだ。階下に音が漏れないように注意しながら、品良く飾り立てられた様に彼女は賛嘆の声を上げる。しかし、Therrisの興味は、この書斎の机にしか向けられていないようだ。
「シッ」彼は怒った風に唇に指を当ててみせる。
「誰か来た！」そうBerryが言った瞬間、二つの黒い影が部屋に滑り込んで来た。TherrisはBerryを彼らの方へ乱暴に押しやると、自分は窓に向かって身をひるがえす。押されたBerryの体は強張って、動くことも声を漏らすことも出来ない。力無く人影の一人、小さい方を見やると、彼女はTherrisに続いて跳躍しようとした。しかし、そこに素早く静かに二つの青い残像が煌いた（きらめいた）かと思うと、Therrisは声も無くくず折れていた。
外では書斎や居間の明かりが点され、急ぐ足音や侵入者を告げる怒声に混じって、重武装の衛兵の甲冑が立てる喧騒も聞こえてくる。
　大きい人影――その外見はElfだ――はTherrisを半ば持ち上げ半ば引き摺るような形でドアのところまで連れていくと、もう一人の小さい人影――それもElfだ――の空いた腕に彼を押しやった。そして、青ローブをまとった小柄な仲間に顎で合図を送ると、合図された方はTherrisを連れて部屋の外に出て行ってしまう。それから、彼自身はゆっくりとBarenziahの方に近付いて彼女の持ち物を検め始めた。ようやく体を動かせるようになっていたが、怒りのあまり彼女の顔はプルプルと震えている。
　「上着をお脱ぎなさいな、Barenziah」そのElfが言う。彼女はポカンと彼を見つめていたが、慌てて襟をきつく掻き合わせる。「君は女の子だ。そうだろう、Barenziah？」彼は穏やかに言葉を続ける。「そうだ、君は何ヶ月も前から男に変装していなくてはならなかった。あまりにも注意を惹いてしまうからね。しかも、Berryなんて名前までこしらえて！　あの間抜けなお友達、Strawは昔のことなんて覚えてないだろうからね。何とでも丸めこめたんだろう？」
　「そんなもの、Dark Elfのありふれた名前よ」彼女は抗弁を試みる。

　その男は悲しそうに頭を振ってみせる。「確かに、Dark Elfの間ではね。しかし、あまり君はDark Elfについて知らないんじゃないのかい？　残念ながら、そのなけ無しの知識も役には立たなかったようだがね。いいかい、私は君の無知を治してやろうと思ってるのさ」
　「あなた、誰なの？」Barenziahは問い詰める。
　「ふむ。私の名も御存知ないとは」肩をすくめて苦笑する。「私がSymmachusだよ、Barenziahお嬢様。威厳と恐怖に満ちた、あの帝国軍のSymmachus将軍その人さ。君を追ってTamriel中を廻って、それは楽しい追いかけっこだったよ。さもなければ、こうして君と会えなかっただろうしね。これは推測だけど、そして正しい推測だろうけど、君は結局Morrowindに渡るつもりなんだろう？　まったく我々はついていたよ。WhiterunでStrawを見つけて、それで一緒に行動している君を見つけたのさ。不注意だね。もっとも、これほど長く逗留するとは思っていなかったけれど」
　「彼は何処にいるの！？　それは本当なの！？」それは、純粋に彼の身の上を案じてのものだった。
　「ああ、元気だとも。少なくとも、今はね。もちろん我々の保護下にあるよ」そして彼女から顔をそむけて、「それで、君は……彼のことを心配しているのかね？」突然ひどくBarenziahに興味が湧いたように、彼女の顔をじっと見据える。深く思慮している時にしか見られないような、そういう不思議な輝きが彼女の紅い瞳から窺われる。
　「彼は友達よ」Barenziahは答える。その言葉は、もごもごと力無く口から零れた（こぼれた）ように彼女には聞こえた。Symmachusだって！　まさにTiber Septim皇帝の手足となって働く、皇帝からの信任の厚い帝国軍の将軍ではないか。
　「ふむ、確かにそういう不適切な友人たちが何人か居るとは聞いているが。おっと、失言でしたな、お嬢様」
　「そんな風に呼ぶのは止めて」Symmachusの当てこすりに、彼女は苛々を隠せない。しかし、彼は笑っているばかり。
　こうして二人で話している間、気付けば、この邸宅周辺の雑踏や喧騒は次第に収まりつつあった。しかし、そう遠くないところで、人々――きっと住人のものだろう――の低い囁き声が彼女の耳には聞こえる。彼は机の端に腰かけてみせた。それは非常にリラックスした仕草で、これから話が佳境に入るだろうことを告げていた。
　その時、Barenziahの脳裏に閃くものがあった。不適切な友人たちが何人か、だって！？　それはつまり、彼女のことも、Katishaのことも全て知っているってことじゃないか。あるいは、その可能性があるということ。何れにせよ、どちらにしても好ましくないことだが。「何が起ころうとしてるの？　彼らに、それに私に？」
　「いいかい、知っての通り、この邸宅はここら一帯の帝国軍の軍勢が所有するものだ。何を言いたいか、君にも分かるだろ？」Symmachusに厳しくねめつけられてBarenziahは喘ぎの声を漏らす。「ちっ、全く何も知らないんだな。十七歳にもなって何て軽率なんだい。常に目先のことを考えなければ、待っているのは自身の破滅だけだぞ」

　「だ、だって、ギルドの情報には……」Barenziahはガタガタ震えながら言葉を吐き出す。盗賊ギルドが帝国の意向に反した仕事を計画することは在り得ないはずだ。少なくとも、彼女の知っている限り、敢えてTiber Septimに逆らおうとする奴は居ない。ギルドの方で不手際が在ったのだろうか。最悪だ。そして、今、そのツケを支払うことになっているのだ。
　「敢えて言うがね。この件については、Therrisがギルドから承認を受けたものではないようだよ。実際、不思議な話だが――」そこで彼は言葉を切ると、何やら机の引き出しを調べ始める。そして、或る引き出しを引き抜くと、それを机の上に置いた。それから、その引き出しの隠し底を開けてみせる。そこに入っていたのは、一枚の羊皮紙だった。何か地図の類のようだ。Barenziahがよく見ようと近付くと、Symmachusはさっとそれを隠して笑う。「まったく軽率だな」そして、もう一度だけ目を通すと再び懐に仕舞ってしまう。
　「ふん、さっき私には知識が足りないと言ったのはアンタの方じゃないか」
　「いかにも、いかにも」彼女の言葉に、唐突に上機嫌になったようだ。「確かに、そうあるべきですとも、女王様」
　そうして、彼はBarenziahをがっちり掴んで階下へと、夜気の中へと連れ出す。周囲には誰も居ない。突然、彼女は夜の闇に向かって駆け出した。Symmachusよりも素早く動けるだろうと、或いは何とかして身をかわすことは出来るだろうと踏んだのだ。
　「おや、逃げようだなんて思ってはいないでしょうね？　ふむ。これから貴方たちがどうなるか知りたくはないのですかね？」棘のある言い方だ、そう彼女は思う。「こう答える他は無いだろう？　――イエス、と。きっと、何より君のお友達のことを聞きたいんだろう？」
　「……分かったわ」
　その答えに彼は満足したようだった。それは明らかに彼の望んだ通りだったが、しかし、事実でもあったのだ。そうBarenziahは思う。今は自分のことでも手一杯であるが、しかし、彼女にとっては友人たちのこと――とりわけStraw――が何より気に掛かっていたのだ。

　「君は正当なる女王の座に着くだろうね。もちろん、Mournholdの」
　この計画は長らく皇帝Tiber Septimと君のために練り上げてきたものなのだ、そうSymmachusは説明してみせる。BarenziahがMournholdを去った後そこは幾つもの軍閥の支配下にあったが、帝国主導の下、暫時的に民主化が進められつつあるのだという。もちろん、帝国領であるMorrowindの一部として、であるが。
　「でも、どうして私をDark Moorになんて送ったりしたの？」何を言われてもほとんど信じられないという風に彼女は尋ねてみせる。
　「安全のためさ。自然なことだろう？　大体、なんで逃げ出したりなんかしたんだ？」
　彼女は肩をすくめる。「理由が無かったからよ、そこにいる。その台詞はもっと早くに聞いておくべきだったわね」

　「今までにも聞いていたはずさ。実際、帝都の何処かに住まわせようと、君を連れに使節を何度か派遣したんだぜ。でも、結果はどうだった？　敢えて言うがね、君は彼らから逃げ出したろう？　結局のところ、それが君の運命だ、いや、運命だったことは明らかだね。さて、皇帝は使えない奴を何時までも抱えておくつもりは無い。――ところで、君には何か彼のために出来ることはあるかい？」

　「皇帝のことなんて知らないわ。それに、同じくらいアンタのこともね」
「じゃあ、知っておくといい。友人には飴を敵には鞭を、相応の報いで応えようとする方だよ」
彼女は何秒か唇を噛み締めてから言葉を出す。「Strawは私に良くしてくれたし、決して誰かを傷つけるような人じゃないわ。だから、彼には飴が相応しいでしょうね。それに、いい？　彼は盗賊ギルドのメンバーじゃないのよ。私のこと何時だって守ってくれたし、それに使いっ走りだって嫌がらなかったし……あの人は……うう…………」
堪え切れずに言葉を続けられなくなった彼女の頭を彼は撫でる。「ふむ。彼のことは全て知っているよ」彼は言う。「もちろん、Therrisのことも」そして、まじまじと彼女の顔を見やる。「さて、それで、何か君は欲しいものはあるかい？」
　Barenziahは深く息を吐いて答える。「Strawは小さな牧場を欲しがってたわ。お金持ちになったら、彼に牧場の一つでも買ってあげたいわね」
　「非常によろしい」彼は驚いたようだが、しかし喜んでもいるようだった。「そのように手配しておこう。Therrisはどうだね？」
　「彼は私を裏切ったわ」Barenziahは冷たく言い放つ。この仕事がどれだけ危険なものなのか、彼は知らせておくべきだったのだ。それに、自分が逃げるために彼女を敵の方に押しやった。まったく褒美なんて似つかわしくない、まったくもって信用に値しない男だ。
　「さて、それから？」
　「彼には罰が必要よ。そうじゃなくって？」

　「ええ、道理に合ってるとも。それで、どういう種類の？」

　彼女は自分の手を丸めて手の平に打ち付けてみせる。Khajiitみたいに奴を殴ったり引っかいたりしてみせるぞ。そう思う彼女だったが、しかし、それは女王らしくないと思われてきて、「鞭打ちを。その、二十回は多すぎかしら？　ねぇ、私は何も永遠に彼を苦しめるつもりは無いのよ。ただ、これは躾なのよ。分かるでしょ？」
　「ええ、もちろんですとも」Symmachusはにっこりと笑ってみせる。そして、急にいつもの顔に戻って真面目そうに言葉を続ける。「では、そのように致しましょう。高貴なるMournhold女王、Barenziahお嬢様」そして、深々と礼儀正しく、非常に素晴らしい一礼を彼女に送る。
　Barenziahの心は躍る。
　Symmachusの家で二日間を過ごす間、Barenziahはとても忙しかった。DrellianeというDark Elfが彼女の世話をしてくれた。しかし、彼女たちと一緒に食事を摂っていたから、召使には見えない。それに、Symmachusの妻でも恋人でもないようだ。Barenziahが彼女にそれを尋ねたとき、Drellianeは面白がっていたようだった。Symmachus将軍に雇われて色々と頼まれごとを聞いているだけだ、彼女はそう簡単に言ってみせる。彼女の助けを借りて、何着かの素敵なガウンと靴を仕立ててもらい、それに乗馬服やブーツ、他にも細々とした必要なものを手に入れることが出来た。そして、個室も与えられた。
　Symmachusは外出することが非常に多い。ほとんど食事の時間には見かけるが、Barenziah自身について何か少し言ったり、今の仕事について話したりするだけだ。彼は親しみ易く礼儀正しく、ほとんどの話題を喜んで語り、彼女の言うことは何でも興味深そうに聞く。Drellianeも同様だ。Barenziahは、自分が彼らとの会話を楽しんでいることを感じる。でも、それはKatishaのような何でも打ち明けられる仲ではない。そう思うと、彼女の胸は奇妙な欠如感に締め付けられる。もちろん、その正体は、彼女の無二の友人Katishaが此処に居ないことだ。きっと私はSymmachusたちに安らぎを覚えるだろうし、遂には完全に彼らの仲間入りを果たしてしまうかも知れない。そう彼女は思う。しかし、Nordの友人たちKatishaやStrawに会いたい、そう切望していることも事実なのであった。
　明日、帝都に出発する。Symmachusのその言葉を聞いて、彼女は友人たちに別れの挨拶を言えないかと尋ねる。
　「Katisha？」彼は聞く。「ふむ。……確かに、彼女には借りがあるな。Berryという名の男装のDark Elfの少女の友達になって彼女を導いてくれたんだからね。見たところ、盗賊ギルドとの関わりは無いようだし。それに、盗賊ギルドと関わりのある者で君の本当の素性を知る者は居ないようだしね。Therrisを除いて。よろしい。君が盗賊ギルドに所属していたことが公に知られるのは好ましくない。決して公言なさいませぬよう、女王陛下。その様な過去は相応しくありませんからね。……帝国領の国家を治める者にとっては」
　「そんなこと、StrawとTherris以外、誰も知らないわ。それに、彼らだって決して誰にも言わないわ」

　「確かに」彼は小さく奇妙な笑みを浮かべる。「彼らは、ね」
　彼女がKatishaに素性を打ち明けていたことを、彼は知らないのだ。しかし、彼の言い方には何か含みがあるようだけれど……。
　Barenziahたちが出発しようとしていた朝、Strawは彼らの住居にやってきた。客間に二人を置いて残りは部屋を出たけれど、他のElfたちが自分たちの話に聞き耳を立てていることを彼女は知っていた。Strawは疲れきって青白い顔をしていた。もう一度、二人は静かに幾許かの抱擁を交わす。彼の肩は震えて涙は頬を伝っていたが、何も言葉は漏らさない。
　Barenziahは笑おうと努める。「ねぇ、私たち二人とも、自分の夢が叶えられたと思わない？　私は女王になれたし、貴方は牧場の主人になれたじゃない」彼の手を取って、心からの暖かな笑顔を浮かべる。「手紙を書くわ。約束する。あなたも、私に返事を送れるように代筆家を見つけてね」
　しかし、Strawは悲しそうに頭を振るばかり。Barenziahが何時までも見つめていると、彼は開けた口を指差して何か言いかけた。しかし、それは言葉にならないノイズでしかなかった。その時、ようやく彼女は気付いた。彼の舌が切り取られていることに。

　彼女は力無く椅子にくず折れるとサメザメと泣いた。
　「だけど、どうして？」StrawがSymmachusの配下の者に付き添われて出て行ってしまった後、Barenziahは彼に問い詰める。「どうして？」
　Symmachusは肩をすくめてみせる。「彼は知り過ぎていた。危険なんだ。それに、少なくとも命はあるのだし、彼には舌は必要ないだろう。……例えば、豚を育てるとか何かするのに」

　「アンタなんて大嫌いよ！」そう叫ぶと、不意に体を二つに折って床に吐いた。そして、何度も込み上げてくる吐き気を縫って彼に非難の声をぶつけ続ける。Drellianeが床を片付ける中、彼は憮然とした表情でその言葉を聞いている。しかし、遂に制止させるよう命じると帝国への出発を冷淡に言い放った。
　帝都への道すがら、一行はKatishaの家の前に留まった。SymmachusとDrellianeは馬を降りない。独りBarenziahが緊張の面持ちでKatishaの家のドアをノックする。返事があった。Barenziahは静かに神に感謝した。少なくとも、Katishaは無事なのだ。だが、彼女を抱擁で迎えてくれたKatishaの顔には明らかな涙の跡があった。
　「どうして泣いてるの？」Barenziahは尋ねる。

　「もちろん、Therrisのためよ。聞いてないのかしら、私のBerry？　可哀想なTherris、彼は死んだのよ」冷ややかな手で心臓を鷲掴みにされた感覚をBarenziahは覚える。「司令官の邸宅に盗みに入った罪で投獄されたのよ。それは彼もドジだけど、でも何て可哀想なこと。ちょうど今朝方、司令官の命令で四つに引き裂かれたのよ」再び啜り泣きを始める。「私も其処に居合わせたのよ。彼に頼まれて。でも……。それは酷いものだったわ。死ぬまでのた打ち回っていたもの。決して忘れられない光景よ。そう、あなたとStrawを探していたのよ。でも、誰に聞いても行方を知らないって言われて」それからBarenziahの背後をちらっと見て、「あれは司令官、Symmachus将軍じゃないの」奇妙なことに、Katishaは泣くのを止めてにっこりと笑う。「ねぇ、彼に会った瞬間、彼はBarenziahの味方だって、そう私は思ったの」エプロンを手に取って涙を拭う。「だから彼にあなたの事を話してしまったのよ、実は」
　「ええ」Barenziahは言う。「知ってるわ」そして、Katishaの手を取ると真剣な面持ちで告げる。「Katisha、私、あなたの事とても大切に思ってるわ。離れ離れになるのは寂しいわ。でも、私のこと他の誰かに喋ったりなんかしないで欲しいの。お願い、約束してくれる。他の誰かに喋ったなんて事、特にSymmachusには知られないようにして。それから、私の代わりにStrawの世話をお願いしたいの。私の言うこと聞いてくれるかしら」
　当惑しながらもKatishaは了承してくれた。「でも、Berry、私のせいでTherrisが投獄されたんじゃ……？　だけど、私、Therrisのことなんて話してないわ。その、彼に……」ちらっとSymmachusの方を窺う。
　Therrisの計画を帝国の衛兵に垂れ込んだ奴が居たのだ、とBarenziahは彼女を安心させる。それは恐らく嘘だろうが、しかし、彼女には何らかの安らぎが必要なのだ。Barenziahには、それが分かっていた。
　「そう、それは嬉しいわ。こんな状況で嬉しがってもいいとしたらね。ところで、こんなこと不謹慎だけど」そう言って口をBarenziahの耳元に近づける。「Symmachus将軍ってハンサムだと思わない？　それにチャーミングよ」
　「さぁ、知らないわ」Barenziahは冷淡に答える。「まったく、そうは思わないわね。それより他に聞いてもらいたいことがあるの」自分がMournholdの女王であること、帝都に暫く滞在することを手短に説明する。「結局のところ、Symmachusは皇帝の命で私を探していたのよ。確かに彼は私を探していたけど、でも単なる目標でしかないの。私を一人の女として見るなんてこと、全くありそうにない話だわ。でも、君に男装は似合わない、って言ってくれたけどね」その言葉に、Katishaは不思議そうな顔つきをしてみせる。性的魅力があってベッドを共に出来る男ならば、誰でもBarenziahは評価することをKatishaは知っていたからだ。「本当に自分が女王だって知ったことはショックだったわ」それにはKatishaも同意する。もちろん、当事者になってみなければ確かなことは言えないが。Barenziahの笑みにKatishaの笑みが答える。そして、再び涙ながらの最後の抱擁を交わす。そうして、Barenziahは二度とKatishaとStrawに会うことは無かった。
　王族の一行は、Riftonの南大門から出発した。その門を抜けると、SymmachusはBarenziahの肩を叩いて後ろを示した。「思うに、Therrisにも別れの挨拶をしたかったんじゃないのかい、陛下」彼は言った。
　ちらりと、しかし、じっとスパイクの突き出ている門の天辺あたりに彼女は視線を送る。そこには鳥たちが留まっていたが、それらの顔までは見えない。「もう私の声は聞こえないと思うけど、でも私の無事を知ったら喜んでくれると思うわ」それから、幾分か明るい調子で言葉を続ける。「さあ出発しましょう、将軍」
　彼女の味気ない反応に、Symmachusは明らかに失望させられたようだった。「ふむ。この話はKatishaから聞いていると思うんだが。その――」
　「処刑の話ね」Barenziahは事も無げに言う。「Katishaが居合わせていた、って彼女から聞いたわ」きっと、彼は私の言葉を予想していただろう。それだけ将軍の情報網は広大であるのだ。そう彼女は思う。
　「Therrisが盗賊ギルドに所属していたことをKatishaは知っていたのかな」

　彼女は肩をすくめてみせる。「誰でも知ってるわ。それが秘密になってるのは、私みたいな下級ギルド員だけね。上級になれば誰でも知ってることよ」彼に向けて笑ってみせる。「でも、将軍、あなたは何でも知っていなくちゃならないでしょう？」優しく言う。
　その言い方に彼は気を惹かれなかったようだ。「それじゃあ、君が何者で何処から来たか、それはKatishaに教えた。でも、盗賊ギルドの一員だったことは教えてないんだな」
　「盗賊ギルドのことは私の秘密でも何でもないわ。でも、だからと言って自分から進んで言うようなことでもないわ。それに、Katishaは誠実な人よ。もし私が盗賊ギルドに入っていると言ったら、彼女から白眼視されてしまうでしょうね。Therrisにも、いつも真面目な職業に就きなさいってお説教していたもの。良い意見だったと思うわ」そして冷ややかに彼を見つめる。「でも、こんなことには興味ないでしょうね。他にも彼女が何を考えていたか知ってるかしら？　私は一人の男と真面目に付き合った方が良いって言ってくれたわ。私と同じ種族の、優秀で、正しいことを言うような、そういう男と。そう、貴方みたいな」それから、手綱を持って早いペースに移る準備をする。しかし、最後に一つだけ皮肉を言ってやらねば気が済まなかった。「時々、そんな風に思ってもいない、ううん、思ってもいなかった形で願いが叶うこともあるのね。不思議だと思わない？」
　彼女の突然の駆け足に驚いて、彼は上手く言葉を返せなかった。「ああ、とても不思議だ」そう答えた彼の言葉は、その言葉の調子によく合っている。そして、彼の馬は彼女から後ろに遠ざかって行った。
　馬の頭にしがみ付いて、溶けていく風景の中を前へ前へと彼女は急き立てる。こうしていれば、彼の言葉に煩わされることも無い。彼は何も言わない。いや、何と言ったらいいか分からないのだ。Barenziahという彼の願いの一つが叶ったということについて、何と言ったらいいか分からないのだ。しかし、彼女はSymmachusに熟考する暇を与えるつもりは無いようだ。皇帝からの圧力の下、彼は何ヶ月もかけて遂にBarenziahを見つけ出した。それは間違いない。そして、こうして願いも叶ったのだ。それも確かなことだ。だが、明らかに全く彼の好みから外れた方法であったのだ。
　訳注　冒頭の何か甘いものとは、麻薬のMoon sugarであると思われる。Dark Elfを始めほとんどの人種にとって毒であるが、Khajiitにとってはオヤツ代わり。
「The Real Barenziah, Part 3」
「真実のBarenziah」第三部

Anonymous著

　それから数日の間、Barenziahは友人との別離の悲しさに押し潰されていた。しかし、その次の週には少し気も晴れてきた。自身で思っていたよりもStrawの居ない寂しさは強いものだったけれど、こうして再び在るべき道に戻ってきたことは喜ばしい。一行をエスコートするRedguardの騎兵たちは、彼女が隊商で出会った衛兵たちよりもずっと鍛錬されて上品であり、そのエスコートも気持ちの良いものである。彼らは温和で、彼女のお色気めいた悪ふざけにも丁重に接してくれた。
　女王は常に威厳を持って行動せねばならない、とSymmachusは彼女の私生活にも口を挟む。

　「それじゃあ、何もお楽しみをしちゃいけないって言うの？」不機嫌そうに彼女は聞き返す。
　「ええ。少なくとも、そういう類のものは貴方に相応しくないね。貴族連中が女王に求めるのは、品位であって親しみやすさでは無いのだよ、お嬢様。帝都では、貞淑で謙虚で居なければならない」

　彼女はしかめ面をしてみせる。「Darkmoor砦に帰りたくなってきたわ。Elfは生まれつき粗野なのよ。みんな言ってるもの」
　「それは、みんなの方が間違ってるのさ。そうでないElfだっているのだからね。皇帝と私は、君が……そう、分別と良い嗜好の持ち主だと思っているよ。実際のところ、君がMournholdの玉座に着くのは、血統よりも寧ろ皇帝のお気に入りだからなんだ。だから、彼が君を不適当だと判断すれば、統治が始まる前に終わってしまうよ。知性、従順、分別、それに総合的な忠誠心を部下に要求する。とりわけ、女には貞淑と謙虚をね。あの素晴らしいDrellianeをお手本にしなくてはね」
　「ますますDarkmoorが恋しいわ！」怒ったような口調で、Drellianeのあの冷淡で上品ぶった物腰を真似る想像を押しやった。

　「これは意見ではないよ、女王。もし皇帝に使えないと判断されたら、それは即ち彼の敵ということなんだからね」将軍は大仰に言ってみせる。「彼の庇護を受け続けたかったら、私の注意を聞いておくことだな。付け加えれば、権力というものは、卑しい連中との下らない一時の快楽よりも、ずっと良い楽しみを与えてくれるものだよ」
　それから、彼は、絵画、文学、演劇、音楽、それに宮廷で行われるgrand balls thrown（直訳すれば「投げられた壮大なボール」。恐らく貴族のスポーツとしてテニスの類ではないか）について話し始めた。Symmachusの脅かしによるのでもなく、彼女は自然に彼の話に興味を持っていく。しかし、その話の後でおずおずと切り出したのは、帝都でも魔法の勉強が続けられるかということだった。これを彼は喜んで了承して、その手筈も調えると約束してくれた。それに気を良くして、Redguardの衛兵たちの中にも三人の女が居るのを指さして、「ねぇ、私もあの人たちと一緒に少し訓練を付けさせてくれないかしら。ちょっとした運動よ」この申し出には気が進まないようであったが、「女とだけだぞ」と強調した上で彼は許しを与えた。
　霜が降りる日もあったが概ね晩冬の良い天候に恵まれ、一行は残りの旅程を歩き易い道の上で過ごすことが出来た。旅の最後の日には、遂に雪解けの兆と共に春の訪れが迫ってきていた。道はぬかるみ、至る所で凍りついた水の滴り落ちる音が、弱くしかしはっきりと聞こえていた。それは喜ばしい音であった。
　夕焼けの頃、一行は帝都に続く大橋へと差し掛かっていた。薔薇色の陽の光が、帝都に並ぶ大理石の建物たちを微かな桃色に染め上げている。その眺望は全く新鮮で壮大、そして染み一つ無い美しさである。大通りが北の宮殿に伸びているのが見える。様々な人種の群集が大広場にごった返している。黄昏時、一番星や二番星が出てくる頃に合わせて、そこここの商店や宿屋の窓からランプの瞬きが漏れ始める。脇道でさえ、広くて明るく賑やかだ。宮殿近く、東方には巨大な魔道士ギルドの塔が聳え（そびえ）立ち、西方にはステンドグラスを仄か（ほのか）に煌かせる礼拝堂が鎮座している。
　Symmachusは、宮殿から二区画ほど離れたところ、ちょうど寺院を過ぎた辺りに壮麗な邸宅を構えている。（一行がその寺院を通り過ぎたとき、「この『唯一者の寺院』は、皇帝が復興した古代のNordの宗教のものだ」と説明してくれた。それから、宮廷の一員となるためには皇帝に気に入られねばならない、とも付け加えた。）彼の邸宅は、Barenziahの好みからは外れるものであったが、ひどく壮麗であった。壁や家具は新品同様に真っ白で、そうでないところには金が輝きを放ち、床は鈍く煌く（きらめく）黒大理石づくりである。内装の色使いと微妙な陰影に、彼女の目は痛んだ。
　翌朝、SymmachusとDrellianeに連れられて、彼女は宮殿へと赴いた。そこの誰もが、卑屈とも言えるほどに謙った（へりくだった）挨拶をSymmachusに送ってくることに彼女は気付く。将軍の方にとっては、それが当然であるようだ。
　そのまま彼らは皇帝の面前へと案内される。小さな窓ガラスを組み合わせた大窓から朝の陽が部屋を満たし、豪勢に朝食の積まれたテーブル、そこに一人の男が光を背に受けて座っていた。こちらに気付くと、彼は跳ぶように急いで駆けて来る。「おおSymmachus、我が最大の忠臣にして友人よ。無事の帰還、全く何よりのことだ」そう言ってSymmachusの肩を軽く優しく掴むと、Dark Elf流の膝を折る会釈を深々としてみせる。

　彼がBarenziahの方に向くと、彼女も会釈をしてみせる。

　「Barenziah、私たちの腕白お転婆の家出娘、元気だったかい？　どれ、よく顔を見せておくれ。おい、Symmachus、彼女は何てチャーミングなんだろうね。いや、まったく。どうして、こんなに可愛い子をずっと隠してなんかいたんだい？　彼女の光が強すぎるからかい？　まったく、彼女を隠しておくだなんて絞首刑モノじゃないか。本当に」Symmachusが手伝おうとするのを制止して、召使を煩わさないよう彼は自分で窓のカーテンを閉める。「今までの非礼、どうか許して欲しい。親愛なる客人よ。これが今までの不遇への充分な弁解とはならないけれど、しかし、しっかり君のことを考えていたのだよ。全くもって！　そうだ、Black Marsh産の素晴らしいネクタリンがあるんだ。どうぞ召し上がれ」

　そこで彼らはテーブルに着いたが、Barenziahは驚いてしまっていた。何故なら、彼女の想像の中では、皇帝は冷酷で白髪を持つ巨躯の戦士であったからだ。しかし、彼は体格よく機敏であるけれど、背丈は平均的でSymmachusよりも頭半分も低いのである。彼は愛嬌のある明朗な笑顔――それは見る者を射抜くようである――を浮かべ、硬い白髪を綺麗に刈り揃えて苦難を乗り越えてきた者の顔付きをしている。年の頃は四十から六十といったところ。彼はBarenziahたちに食物と飲物を薦めると、彼女の過ぎし日のことについて将軍に質問を繰り返した。どうして彼女は家出したのか、彼女の保護者は不親切だったのか、などだ。

　「いいえ、そんな事は御座いませんわ」Barenziahは答える。「本当、私ときたら、ときどき想像力に振り回されてしまいますのよ」それから、前もってSymmachusが彼女に語って聞かせておいた物語を覚束無げに話し始める。曰く、しっかり屋のStrawは、Barenziahの保護者が彼女に相応しい夫を探すどころかRihadへ妾として売り出そうとしていると思い込んでしまった。そして、彼に唆されたBarenziahは、彼の言う通り女衒らしきRedguardが来たものだから、パニックになってStrawと一緒に逃げ出してしまったのである、と。
　皇帝は、目を輝かせて恍惚としながら、彼女が隊商での生活を事細かに語るのを聞いているようだ。「まったく、バラッド（素朴な民間伝承の物語詩）じゃないか！」彼は言った。「『唯一者』に誓って、宮廷付の吟遊詩人に歌ってもらいたいくらいだね。きっと、君は可愛らしい男の子だったに違いないね」
　「Symmachus将軍は仰いましたわ」ちょっと混乱してから言葉を続ける。「もう男の子なんかには見えないと。この数ヶ月で、ぐんと女らしくなったと」そして、熱い眼差しで下目遣いをしてみせる。もちろん、少女らしい恥じらいも忘れない。
　「とても頭の切れる忠臣で友人さ、Symmachusという奴は」

　「ひどく蒙昧な女でしたの、私は。陛下、今では身に染みて分っております。ですから、どうか許して頂けませんか。あんなに親切な方達のところから逃げ出したこと。あたし、いや、私は、自分の愚かさは分かりましたけれど、でも、あそこに戻る恥辱には耐えられそうに無いのです。ですから、今はDarkmoorに帰ることは考えたくのう御座います。私、Mournholdに参りたく存じます、陛下。そう、魂が故郷を希求しているので御座います」
　「ああ、愛しい子よ。そのようにしよう、約束するよ。でも、その前に、君には重大な仕事をしてもらわなくちゃならない。その少しの間は、私たちと一緒に行動してもらうよ」

　まじまじと皇帝を見つめるBarenziahの心臓は、早鐘の如く鼓動を打つ。Symmachusに言われたことを全て話し終えた彼女は、皇帝に感謝の念を覚えて頬を紅潮させてしまったが、彼の言葉を聞き漏らさまいと神経を集中させる。「陛下、どれだけ貴方に崇敬の念を抱いているか、言葉では追い付きません。微力ながら、全身全霊でもって陛下と偉大なる帝国にお仕え申し上げる所存で御座います」それは政治的な言葉ではあったが、しかし、Barenziahは本心からそう思っていたのだ。壮麗な帝都の街並、鍛錬と秩序の行き届いた兵士たち、それらの一部を垣間見ただけだが、しかし、それらに畏敬の念を覚えざるを得ないのだ。そして、優しいTiber SeptimにBarenziahの心は持ち去られてしまったのである。
　数日の後、Mournholdの統治のためにSymmachusは其処へと発った。BarenziahがMournholdの玉座に着く準備が為されるまで、彼が其処の首相を務めるのである。Barenziahと彼女の付添い人であるDrellianeには、宮廷の何室かが与えられた。Barenziahには数人の教師が付いて、どの分野に於いても女王に相応しく振舞えるよう教育が為された。この時にも魔術に対する関心は大いに示したけれど、歴史や政治は全く彼女の好みに合うものではなかった。
　宮廷の庭園でTiber Septim帝に会うと、いつも彼は丁寧な物腰で彼女の成長を尋ねてきた。国ついて余り興味を示さないことには、笑顔を浮かべつつも彼女を諫める。しかし、喜んで彼女に魔術のコツを教えてくれて、歴史や政治についても関心を持たせるように語ってみせるのだ。「歴史や政治は、埃まみれの書物に詰め込まれた死んだ知識の集まりじゃないんだよ、お嬢ちゃん。言わば、それ自体が民衆そのものなのさ」
　彼女の理解が広くなるにつれて、二人の議論は長く深く、そして頻繁になっていった。彼は、Tamriel連合の構想を彼女に語って聞かせた。そこでは、それぞれの民族は別個に分かれているけれども、しかし理想と目標を分け合い共通の幸福に寄与するのである。「ある種の事柄は普遍的で、知性のある善い人々には共有できるものなんだよ」彼は言う。「だから、『唯一者』は私達に教えてくれている。つまり、悪意と残酷から生れた出来損ないの者たち――オーク、トロール、ゴブリン、それにもっと凶悪な者たち――と戦うために手を組まねばならないということ。そして、お互いに争っている場合ではないということ」彼の夢見る青い瞳は輝き、隣に座る彼女もそれを聞いてウットリとする。もしも皇帝がBarenziahを近くへ引き寄せたならば、恰も燃え盛る様の彼によって彼女の脇腹は光り輝いてしまうかに思われた。もしも二人の手が触れ合うならば、恰も電撃の魔法が流れる彼によって彼女の全身はヒリヒリと痛むかに思われた。
　或る日、全く不意に、彼女の顔に彼の手が触れ、そのまま優しく唇を奪われた。数瞬の間があってから彼女は体を引き離す。感情の整理が付かないでいるところへ、彼はすぐに頭を下げた。「わ、私は……いや私達は、そういうつもりじゃなかったんだ。ただ君がとても美しかったから。本当だよ」彼女を見つめる寛大な瞳には、希望と不安がない交ぜになっている。
　Barenziahは顔をそむける。頬には一滴の涙が走っている。
　「ねぇ、怒っているのかい？　お願いだから何か言っておくれ」

　彼女は首を振ってみせる。「そんなこと在りませんわ、閣下。私は、その、愛しています、貴方を。それが良くないことだとは知っているけど、でも抑えようが無いんですの」

　「私達には、もう決められた相手がいる」彼は言った。「彼女は品格のある良い妻で、未来の王位継承者である子供たちの母でもある。決して彼女を蔑ろには出来ない。……でも、私達と彼女の間には何も無いんだ、私とは魂を分け合った仲という訳ではないんだ。きっと、彼女は私達の仲を引き裂くだろうね。そうだBarenziah、このTamriel中の何処にも、私よりも権力を持った人間は居ないだろう……そして思うに、私よりも孤独な人間は」不意に彼は立ち上がる。「権力！」途方も無い侮蔑を込めて言う。「もしも神が御認めになるならば、若さと愛と引き換えにそれを喜んで差し出そう」
　「でも、貴方ほど力強くて生き生きと活発な人、私、知りませんでしたわ」
　彼は激しく首を振ってみせる。「きっと、今日だけはな。だが、今日よりは昨日、昨日よりは去年、去年よりは十年前……ずっと私は衰えていく一方だ。死が近付いているんだ、それを私は痛切に感じる」
　「もしも、その痛みを止めることが出来るなら。ねぇ」彼女は皇帝に近付いて手を伸ばそうとする。
　「駄目だ、君から純潔を奪う訳にはいかない」

　「そんなこと在りません」

　「それは、どういうことだい？」彼の声は唐突に磨り潰されたように荒々しく、眉間に皺が寄せられる。
Barenziahは、緊張で口が渇くのを感じた。まったく彼女は何てことを言ってしまったのだろう。しかし、一度とび出した言葉を仕舞うことは不可能なのだ。彼は感付いているだろう。「Strawのことです」声は当てども無く彷徨う。「わ、私はとても寂しかったんです。それは今でも。それに、貴方ほど強くもなかったし」彼女の瞳は当惑に揺れている。「だ、だから、私なんて閣下には相応しく――」
　「止そう、もう止してくれ。Barenziah、私のBarenziah。これ以上は聞いていられないよ。君には責務がある、Mournholdに対する、帝国に対する。もちろん、私にも。だけど、それを果たしながらでも、ねぇ、二人の持っているもの、二人の可能性を分かち合わないかい？　そして、この不実に『唯一者』の憐憫を祈ろう」
　Tiber Septimは大きく腕を広げる。言葉も無く歓喜を湛えて、Barenziahは彼の抱擁に跳び込んで行った。
　「お嬢ちゃん、今の貴女は火山の端で小躍りしているようなものよ」交際一ヶ月の記念日を祝って帝国の恋人から贈られた素晴らしい星形のサファイアの指輪に見惚れているBarenziahに、Drellianeは釘を刺す。
「どういうこと？　私たち、二人とも幸せよ。誰も傷付けてなんかいない。Symmachusは、分別を持って慎重に動けとは言っていたけど。これ以上に素敵な人なんて居ないわ。それに、私たち充分に慎重よ。人前では、彼、私のことを娘みたいに扱うもの」皇帝の夜のお忍びは、この宮廷でも極く一部の者――彼自身と、限られた信用の置ける護衛のみ――しか知らない秘密の抜け道を通るものだ。
「犬の夕飯みたいに、貴方に涎を掛けてるんだから。后が余所余所しくなったり、皇子が気を掛けてるの、あなた気付いてないの？」
Barenziahは肩をすくめてみせる。彼女と皇帝が恋人になる前でさえ、彼の親族からは明からさまな丁重さで迎えられたものだった。陳腐なまでの丁重さで。「何が問題だって言うの？　Tiberには権力があるわ」
「でも、彼の息子には未来があるわ。お願いだから、その皇子の母親を公衆の面前で物笑いの種にするような事はしないで」
「夕食のお喋りで旦那の気も惹けないような面白くない女にも、私は気を使わなきゃいけないって言うの？」
「人前では口を慎んで頂戴、それだけ。后は取るに足らない女よ、実のところ。でも、子供たちは彼女を愛しているし、貴女も彼らを敵に回したくはないでしょう？　皇帝の命も長くは無いわ。いや、私が言いたいのは、」とBarenziahのしかめ面を見てDrellianeは慌てて言い直す。「どんな人間の命も長くはないってことよ。一睡の夢の如し、ね。私たちみたいな古代種族に言わせれば。季節のように来たりては去っていく。でも、その内のしぶとい一族は、暫くは生き長らえてみせる。だから、付き合って得をしたいなら、そういう一族を友人にするべきね。ああ、でも、どうしたら本当だって分かってもらえるかしら？　まだ貴女はとても若いし、おまけに人間みたいに育てられたんだからね。もしも貴女に注意力があって賢く振舞うなら、Mournholdと一緒にSeptim王朝の没落を眺められるでしょうよ。それで皇帝が新しい王朝を建てたなら、その勃興も目に収められるわね。人間の歴史なんて、そういうものよ。何時までも続く潮の満ち引きみたいなもの。どれだけ都市と領土を誇ったところで、それは春に咲き誇ってみせる花々に同じ。夏の陽の前には萎んでいくしかない。でも、Elfたちはそれにも耐えられる。私たちの一年が人間の一時間、私たちの十年が人間の一日だもの」
Barenziahは、ただ笑っていた。彼女は、自分と皇帝の間に噂が飛び交っていることを知っていた。でも、Drellianeの小言を楽しんで聞いていることが出来た。と言うのも、后は止めようとしているみたいだが、彼女の息子はBarenziahに魅了されてしまっているようなのだ。吟遊詩人は歌う、彼女の美しい黒肌と、そのチャーミングな身のこなしを。いま彼女は潮流に乗っているし、愛の只中に在るのだ。……もしもそれが一睡の夢であったとして、そう、それが何だって言うのだろう？　思いつく限りの内で最も幸せであるし、彼女の日々は楽しみと喜びに満ちているのだから。もちろん、夜にはもっと良いことも待っているのだ。

　「私、どうしちゃったのかしら？」Barenziahは悲嘆してみせる。「見てよ、どのスカートも履けなくなったよ。私の腰周り、どうなっちゃうんだろ？　太ってきてるのかしら？」そう言って、細いだろうと自負する腕と脚、それに明らかに太くなった腰を鏡の前に晒して溜息を吐く。
　Drellianeは肩をすくめる。「子供でもいるみたいね、あなたと同じくらいの。人間と何度もベッドを共にしているから、早くに子供を身籠ったのね。皇帝に話してみるしか無いと思うわ。貴女は彼の庇護の中に居るんだから。思うに、彼から許しが取れたら、そのままMournholdに行って其処で生むのがベストだと思うわ」

「独りで？」Barenziahは、大きくなったお腹に手を当ててみせる。その目からは涙が溢れそうだ。恋人との愛の結晶は、何でも彼と分かち合いたいのだ。「でも、そんなこと許さないと思うわ。いま私から離れたくないって、彼そう思っているもの。分かるでしょう？」
Drellianeは首を振ってみせる。それ以上は何も言わなかったけれど、彼女のいつものクールな態度も、Barenziahの悲しげな様子には同情を示したようだった。
その夜、いつもの逢引の折に、Barenziahは皇帝に妊娠を告げた。
「子供だって？」呆然とはしないまでも、彼はショックを受けた様子だ。「確かなのか？　しかし、Elfは君みたいな若い年では子供を生まないって聞いていたが……」
彼女は無理やりに笑顔を作ってみせる。「でも、どうやって確かめたら――」
「治療師を呼ぼう」

　やって来た中年のHigh Elf治療師は、確かに彼女が妊娠していること、その様なことは前例に無いことを確認した。「陛下の精力の賜物で御座います」と媚びた声で彼は言う。そんな彼に皇帝は怒鳴りつける。
　「そんな事が在ってはならぬ」皇帝は言う。「堕ろせ。これは命令だ」
　「陛下」その治療師は口をパクパクとさせている。「その、それは私には出来ません……。あ、いや、出来ないかも知れません――」

　「もちろん出来るとも。お前みたいな無能な間抜けにもな」皇帝は逆上して言う。「お前がそうすることが、いま我々が願っているものなのだよ」
　黙って聞いていたBarenziahも、恐怖に目を見開いて慌ててベッドから身を起こした。「嫌よ！」と叫ぶ。「嫌よ！　あなた何を仰っていますの？」
　「お嬢ちゃん」愛想の良い笑顔で皇帝は彼女の横に腰掛ける。「本当に済まない。しかし、これは許されないことなんだよ。君の子供は、皇子や彼の子たちにとって脅威となり得る。単に、そんな問題を彼に押し付けたくないだけだよ」
　「貴方の子供ですのよ！」彼女は嘆く。
　「いや、今は可能性に過ぎない。少なくとも、まだ魂も与えられていなければ胎動も聞こえていない。私が君の子を持つことも無いだろう。産む訳にはいかないのだよ」そう言いながら、治療師が震え上がるほどの厳しい目付きでもって、横目で彼を睨み付ける。
　「閣下、それは彼女の子供です。それにElfの子は貴重であります。どんなElfも、四人以上の子を孕むことは在りません。二人が普通ですし、或る者は一人だけ、全く授からない者すら居ます。もしも彼女がこの子を取り上げてしまったら、閣下、もう再び彼女は子供を持てないかも知れません」

　「お前はBarenziahが孕まないと言っていただろうが。まったく、お前の見立ては信用ならない」

　Barenziahは裸のままベッドから降りると、ドアの方へと駈けて行った。何処へ行けば良いかなんて分からない。ただ、此処には居られないだけなのだ。しかし、彼女の手がドアに触れることは無かった。暗闇がBarenziahを包んだ。
　痛みで目を覚ましたBarenziahは、何か虚ろな感じを覚えた。かつて其処には何かが生きていたのだけれど、でも今は死んで永遠に何処かへ旅立ってしまったような、そういう空虚を感じる。そこでDrellianeは痛みを和らげようとする傍ら、ときどきBarenziahの股から流れ出す血溜まりを綺麗にしている。だが、彼女の空洞を満たしていたものは無かった、彼女の空虚を満たしてくれるものは無かった。
　贈り物と花々を抱え家来を引き連れて、皇帝が少しの間だけ訪れることが在った。その訪問を、始めは彼女も嬉しがっていた。しかし、夜のお忍びはもう無く、やがて彼女の方も望まなくなった。
　数週間が過ぎてBarenziahの体が肉体的にはすっかり回復した頃、「予定より早くMournholdに来て欲しい」というSymmachusからの知らせをDrellianeが告げた。それは、直ちに此処を去らねばならないことを教えるものであった。
　盛大な付添い人と女王に相応しく素晴らしい嫁入り衣装を与えられたBarenziahは、入念かつ感銘深い出立の儀に見送られて帝都の門を後にした。何人かの人間は彼女が去るのを残念に思って、涙ながらに忠告を送ってくれた。しかし、他の人間には涙も忠告も無かったのである。
　訳注　一般に英語に於いて「One」はキリスト教的な唯一神を指すが、Tamrielが基本的には多神教の世界であり、また「The Temple of the One」という記述もあったことから、「神」という一般名ではなく「唯一者」という固有名として訳出した。
「The Real Barenziah, Part 4」
「真実のBarenziah」第四部

Anonymous著

　「今まで愛していたもの、全て失ってしまったわ」失望に満ちた言葉を吐きつつ、Barenziahは自分を取り囲む馬上の騎士たち、そして馬車の中で近くに座っている彼女の衣装持ちに視線を送った。「でも、富と力を手に入れる手段は手に入れたし、また此処に戻ってくる約束も取り付けた。高く付いたけどね。Tiberがそれだけ高値を払ってくれれば、彼の愛もずっと良いものだって分かったのに。そう、ものの価値は支払った値段で決まるんだから」彼女自身の希望で、Barenziahは葦毛の光る雌馬に跨ってDark Elf製の素晴らしい鎖鎧に身を包んでいる。
　日々は緩やかに過ぎて行き、一行が夕暮れの中を東に続く曲がりくねった道を歩いていくと、Morrowindにそびえる切り立った山々が少しずつ彼女たちを取り囲み始めた。空気は冷たく、晩秋の冷風が絶え間なく吹き付ける。しかし、甘く刺激的な匂いを放つ遅咲きの黒薔薇も何処からか香ってくる。それはMorrowindが原産で、高地の日陰の隅なら何処でも生え、岩の多い川岸や尾根でさえ育っているのを見つけることが出来る。小さな村や街では、貧相な身なりのDark Elfが道行く一行の周りに集まってきて、彼女の名を叫んだりポカンと口を開けたりしていた。護衛の騎士たちは大部分がRedguardで、そこに少しばかりのHigh Elf、Nord、Bretonなどの姿も見られる。Morrowindの中心に進むほど群集の輪は不愉快なほどに大きくなって、護衛はBarenziahを警備するのに躍起になった。Elfの騎士でさえ、慎重になっているようだ。
　しかし、彼女の心は郷愁に満たされ始めていた。大地が歓迎の声を上げているのが聞こえる。そう、彼女の故郷は目前に迫っているのだ。
　Mournholdとの国境でSymmachusに出会った。彼も騎士団の護衛を連れており、その半分はDark Elfである。彼が帝国の戦闘服に身を包んでいることに、Barenziahは気付いた。
　Mournholdへの入国は壮麗なパレードで飾られ、その後で政府高官による歓迎の演説が催された。
「君のために、女王陛下の居室を改装しておいたよ」宮殿に付いた後、Symmachusは彼女に告げた。「もちろん、君の好みに合わせて変えるかも知れないけど」それから、この週の間に為される予定の戴冠式について話を続ける。それは彼の指揮官としての顔を覗かせるものであったけれど……それとは別の何かも彼女は感じていた。彼は自身の手筈をBarenziahに認めてもらいたがっており、それとなく賛辞を得ようとしているようだ。これは今までに無いことだ。以前ならば、Symmachusが彼女の賞賛を欲するなんて事は無かったのだ。
　彼は帝都での滞在についても、皇帝との出来事についても何も聞かない……そうは言っても、事の詳細をDrellianeは彼に伝えていただろうし、もっと早く手紙が届けられていただろうことを彼女は確信していたけれど。
　祝典それ自身は、他のものと似たり寄ったりだった。古い部分と新しい部分とが混ざっており、つまり古代からのMournholdのDark Elfの伝統と帝国の法令が命じるところだ。そこで、BarenziahはMournholdの大地と民衆と共に帝国とTiber Septimに対しても従事を誓約した。そして、民衆、貴族、そして議会からの忠義・忠誠の宣言を受け入れた。そうした人々の締め括りは、帝国からの使者の寄せ集め（彼らは「相談役」と呼ばれている）とMournholdの地元の代表者たちで、Elfの習慣に沿って其の代表者たちのほとんどは老人だ。
　後でBarenziahは気付くことになるのだけれど、彼女の時間の多くは、これら二つの派閥と彼らの類縁とを融和させることに費やされるようになるのだ。帝国が施工する土地の所有権と農業に関する改革を行うために、その老人たちに対しては多くの懐柔が為されることとなっていた。しかし、彼らのほとんどは、Dark Elfとして懐柔には屈しなかったのだ。Tiber Septimは、「『唯一者』の名の下に」新たな伝統を樹立した。それは、表面上は神や女神ですら従うことになっているものだ。
　新たな女王となったBarenziahは、自身を仕事と勉強へと駆り立てた。今まで彼女は愛と男に生きてきた。長い間、とても長い間――永遠とは言わないまでも。しかし、そうして自身を駆り立てている内に、その他の喜びが在ることも見つけた。かつてSymmachusが強調したような、心や権力に関するものだ。そして、Dark Elfの歴史や神話に対する深い愛情と共に、自分に連なる人々についても充分に知りたいと思う欲求も芽生え始めたのである（帝都での反抗を考えれば、これは驚くべきことだ）。彼らDark Elfが、太古の昔から誇り高き戦士であり熟練の技師であり狡猾な魔術師であったことを学んで、彼女は大いに満足した。
　Tiber Septimはそれから半世紀の間を生きて、その間に国の代表として或いは他の理由から帝都に招かれた折に、何度かBarenziahは彼に会う機会があった。その時には、皇帝は彼女と温かく挨拶を交わして、帝国での出来事について長く話し込むことも在った。しかし、単なる親愛の情や帝国とMournholdとの強い結び付き以外には、二人の間に嘗て在ったことについて全く忘れてしまった様子であった。時が過ぎても彼はほとんど変わっていなかった。噂によれば、宮廷魔術師は彼の生命力を拡張する魔法を開発したとか、神は彼に不死を許しているのだとか、そんなことが囁かれていた。そして、或る日、一人の使節が到着する。彼は、Tiber Septimの死と、その孫であるPelagiusが現在の宮廷の主であることを告げたのであった。
　BarenziahとSymmachusの二人は、その知らせを秘密裏に受け取った。かつて帝国将軍であり現在は彼女の信任厚い首相は、何事についてもそうであるように、その知らせも慎重に取り扱った。
　「何とも在りそうに無い話よね」彼女は言う。
　「言ったはずさ、それが人間というものだよ。彼らは実に短命だ。だが、それはさして重要ではない。彼の権力は生き続けて、それを今は彼の子が行使しているのだから」

　「でも、一度は友と呼んだ相手でしょう？　何も感じないの？　悲しくないの？」
　彼は肩をすくめてみせる。「君だって、彼とそれ以上の仲になった事はあるだろう？　君は何を感じるかい、Barenziah？」もう長い間、私生活では公式の称号で呼び合うことはしていないのだ。
　「空虚、孤独」それから大いに頭を振ってみせて、「でも、何もそれは目新しいものじゃないわ」
　「ああ、俺も知ってるさ」彼は優しく言うと、彼女の手を取った。「Barenziah……」そして、顔を上に向かせて唇を重ねた。
　それは彼女にとって衝撃に満ちたものだった。今までSymmachusが彼女に触れたことすら思い出せないのに。そんな彼の仕草は思いも寄らないものであったが、そこから紛れも無く嘗ての親しみ深い温かみが彼女の胸中に広がる。その温かみがどれだけ良いものに感じられるか、すっかり彼女は忘れてしまっていた。Tiberに感じたような胸に迫る灼熱ではなく、大きな木の陰に涼むように心地よく、そう、この感じは……Straw！　Strawだ。可哀想なStrawと同じだ。長らく、彼女はStrawのことを考えたことが無かった。今でも生きていたら、もう中年になっているだろう。「きっと１ダースの子供を授かって、」と彼女は穏やかな気持ちで考える。「心の暖かい奥さんと二人で、希望に満ちた未来を語らっているのだろう」
　「結婚してくれ、Barenziah」そう言うSymmachusは、結婚、子供、それに妻のことを考えている彼女の脳裏を見透かしたようである。「俺は充分に骨を折って働いてきた、そうだろう？」
　結婚。百姓じみた百姓の夢。そんな考えが、彼女の頭へはっきりと自然に浮かんでくる。そんな言葉をStrawに使ったけれど、それは何と昔のことだろうか？　それに、どうなのだろう？　Symmachusでなければ、他に誰が？
　Morrowindの大貴族の多くは、Tiber Septimの統一戦争によって、講和条約を待たずして一掃されてしまった。Dark Elfによる統治は回復された、それは事実だ。しかし、それは旧来の真正の貴族によるものではない。その貴族のほとんどはSymmachusのような成り上がりで、しかも彼の半分ほども夫たるに相応しくない。いわゆる「相談役」たちが潰れかけたMournholdに群がって、Ebonheartと同じように骨の髄までしゃぶり尽くそうとしていた時に、SymmachusはMournholdを建て直そうと戦っていたのだ。彼はMournholdとBarenziahのために働いてきたのであり、その一方で彼女と王国との成長と繁栄はあったのだ。彼女の心中に唐突に感謝の念が込み上げてきて……そう、それは紛れも無く愛情である。彼は堅実で信頼に値する。そして忠実に仕えてきて、何より自分を愛してくれているのだ。
　「どうして駄目だと思う？」彼女は微笑むと、彼の手を取ってキスを与えた。
　結び付きは重要なものだ、私生活と同様に政治の場でも。Tiber Septimの孫、皇帝Pelagius一世は、Barenziahを偏見の眼差しで見つつも、父の古い友人として絶対的な信頼を置いている。

　しかしながら、Symmachusに対してはMorrowindの頑迷な連中の仲間と見做しており、彼が百姓の家系で帝国と密接な関係を持っていることにも注意を払っている。だが、女王は不動の人気を誇っている。「我々自身がそうであるように、」と囁かれているほどだ。「我々のものはBarenziah陛下のものである」
　Barenziahはそれに満足を感じている。仕事があって喜びがある。それ以上に人生に何を望み得るだろうか。
　年月は足早に過ぎ去っていく。その間、対処すべき危機があり、切り抜けねばならない台風や飢饉や不作があり、国家転覆を謀る陰謀があり、その共謀者に対する処刑があった。しかし、その中でMournholdは順調に発展してきた。国民は満足かつ安心しており、鉱山や農場も生産を続けている。全ては上手くいっている。……唯一つ、王族に子供が居ないこと、つまり王位継承者が居ないことを除いては。
　Elfの子供は遅くに生まれ、彼らのほとんどが歓迎されて誕生する。貴族の子供ならば、尚更のことである。しかし、彼女らの気遣いを余所に、ただ何十年も月日が経つだけであった。
　「私のせいだわ、Symmachus。私は傷物なのよ」苦々しくBarenziahは言う。「でも、他の人だったら……」
　「君以外には考えられないよ」優しくSymmachusは言う。「それに、君のせいでもない。きっと僕のせいだよ。うん、何れにせよ、君には治療が必要だ。もしも傷があるなら、それを治す方法もあるかも知れない」

　「でも、どうやって？　他の誰かに本当のことを打ち明けられないのに？　治療師の守秘の誓いは、必ずしも守られないわ」

　「時間と状況を少し弄れば問題ないよ。それに何か言い損ねるようなことがあっても、講談師のJephreが上手く丸め込んでくれるよ。神の創造心と速く回る舌があれば、御懐妊のゴシップや噂話が瞬く間に広がるさ」

　多くの僧侶や治療師や魔術師たちが来ては去って行ったが、しかし、彼らの祈りも薬も媚薬も何れ一つとして、子沢山どころか一人の子をもたらすことも無かった。結局、彼らは問題を投げ打って、神の手に委ねるしかなかったのである。まだ二人は若い、Elfである彼らにとって、未来は何世紀の先にまで開かれているのだ。時間はある。Elfにとって、時間はいつでも在るのだ。
　大広間の夕食の席で、遣り切れなさと苛立ちを感じて、Barenziahは食事の乗った皿を押しやった。Symmachusは国を離れて、Tiber Septimの孫の子の子のUriel Septimに呼ばれて帝都に赴いている。いや、孫の子の子の子だったろうか？　もう数も忘れてしまっていることに彼女は気付いた。彼らの顔もぼんやりとしか覚えていない。きっと彼に同行するべきだったろうが、退屈であるにも関わらず慎重に取り扱わねばならない問題について、Tearから代表団がやって来ているのだ。
　吟遊詩人が広間の傍のアルコーブ（部屋の一部を引っ込めて作った部屋）で歌っているが、彼女はそれを聴いていない。このところ、どんな歌を聴いても、新しくても古くても、それが同じ歌に聴こえてしまうのだ。と、ある一節の言い回しが彼女の注意を惹いた。その吟遊詩人は、自由と冒険と、そしてMorrowindの束縛の解放を歌っている。この帝国支配の御時世に、よくもそんな歌を！　彼女は居ずまいを正すと、彼の方を睨み付けた。より悪いことに、ちょうど彼は、古代の、今となっては伝説に名を留めるのみのSkyrimのNordとの戦争を歌っており、Edward王子やMoraelyn、それに彼らの勇敢な仲間の偉業を称えているところであることに気付いた。確かに、その話は充分に古く、しかし歌は新しく……その意味するところは……Barenziahには定かではない。
　その大胆な吟遊詩人の奴は、しかし力強く情熱的な声の持ち主で、音楽に良いセンスを持っているようだ。それに、放縦な仕草で、かなりのハンサムである。まず裕福には見えないし、決して若くも無い。年齢が一世紀を下っていることは在りそうに無い。以前に彼の歌を聞かなかっただろうか？　少なくとも、彼の噂を聞いたことは無いだろうか？
　「誰です、彼は？」彼女は侍女に尋ねる。
　その侍女は肩をすくめて言った。「Nightingaleとだけ名乗っています、奥様。でも、誰もそれ以上に知っている者は居ないようです」
　「歌が終わったら話があると伝えておきなさい」
　Nightingaleと名乗る男はやって来ると、女王陛下の御耳汚しの栄誉と潤沢な報酬とに謝意を述べた。彼の立ち振る舞いは決して厚かましくはなく、むしろ物静かで気取らない風に彼女には見える。すぐに彼の存在は人々の噂の俎上に上がる事となったが、しかし、それでもBarenziahは彼について何も新たに知ることは無かった。と言うのも、どんな質問にも、彼はジョークや猥談で突き返してしまうのである。しかし、それらはひどく魅力的に物語られるため、誰も気分を害する事は無かったのである。
　「私の名前？　私は誰でもありませんよ。いやいや、確か両親は名前を付けてくれたはずだぞ。そう、Know Man……いや、No Buddy（仲間なし）だったかしら？　でも、そんなこと何の問題だって言うんです？　何にも問題は無いでしょう？　第一、どうやって見知らぬ（know not）相手に名前を付けられると？　そうだ！　私の名前はKnow Notに違いないぞ。全く本当に長いこと前からNightingaleだったものだから。もう覚えていないほど前から……ふむ、先月から？　いや、どれだけ少なく見積もっても一週間前からかしら？　私の記憶は全部、歌と物語になって流れ出て行ってしまうものだから、ねぇ、奥様。そうです、私は自分のために残しておくものなんて、これっぽっちも無いんです。本当に怠け者で。どこで生まれたか、ですって？　えーと、Knoweyrですよ。うん、Dunroaminまで着いたら、そこに住もうと思っているんですがね。……まぁ、急ぐ旅ではありませんが」

　「そうなの。それで、Atallshurと結婚するつもりなの？」
　「よく分かって居らっしゃいますね、奥様。恐らく、恐らくそうなるでしょうね。時々、Innhaystも別嬪だと思いますけど」

　「そう、あなた気分屋なのかしら？」
　「風みたいなものですよ、奥様。こなたかなたへと吹く熱風と寒風の如し、気紛れが私の衣装なのです。他に誰も着こなせませんよ」
Barenziahは微笑む。「暫くゆっくりなさい。……Erhatick閣下、あなたが、そうしたいなら」

「お望みのままに、Bryte奥様」
それから少し会話を交わす内に、どういうわけかBarenziahは自分の人生に興味を取り戻し始めた。色あせた様に見えた全てが、再び生き生きと新たになっていく。日々を意欲と共に迎えて、Nightingaleとの会話に、そして彼の歌の贈り物を楽しみにしている。他の吟遊詩人と違って、彼はBarenziahや他の女性を称えるような歌を唄わない。ただ、勇ましい冒険や勇敢な偉業のみを唄うのだ。
これについて尋ねたとき、「どれだけ貴女の美を称えたとしても、奥様、それは鏡に映った貴女自身の御姿には敵いません。それに、もしも称賛を求めるならば、私みたいな青二才よりもずっと素晴らしい吟遊詩人を探すべきでしょう。どうして、そんな素晴らしい方達と競い合うことが出来ましょう？　たった一週間前に吟遊詩人として生を享けたような私が」
一度だけ、彼と私的に会話を交わした事があった。彼女が眠れなかった時に、気持ちを音楽で静めるために彼を寝室へと呼び寄せたのだ。「怠け者で臆病者のNightingale、絞りカスみたいな私には魅力を感じないかしら？」
「奥様を称えるためには、もっと貴方を知る必要があります。でも、それは叶わない。何故って、貴方は謎に包まれた、魔法の雲に隠された存在なのだから」
「よして、そんなこと言わないで。貴方の言葉こそ、魔法を織り上げるものよ。貴方の言葉……貴方の眼差し、それに貴方の肉体。貴方が望むなら、その勇気があるなら、私のことを知りなさい」
Nightingaleは彼女に近寄って、二人は折り重なって倒れ込む。そして、口付けと抱擁を交わす。「Barenziah様でさえ、自分のことは本当には知らないものです」彼は優しく囁く。「どうして私に知ることが出来ましょう？　奥様、貴女はそれを知ろうと求めていて、でも、まだ手に入っていない。何です、貴女の手の中に無いものは？」
「情熱」彼女は答える。「情熱。それに子供」

「その子供にとっては、何が？　何が持って生まれた権利でしょう？」

「自由」彼女は言う。「それこそ、彼らに相応しいもの。ねぇ、教えて。貴方の、その叡智に輝く目と耳でもって、それらに編み込まれた魂でもって。どこで、私は望むものを得ることが出来るかしら？」

「一つは、貴女の傍に。もう一つは、貴女の下に。でも、どうしても情熱と子供を手に入れたいのですか？」

「Symmachusも、きっと……」

「貴女が求めるものには、私の歌の登場人物がヒントを与えてくれるでしょう。つまり、まさに貴女の王国の鉱山、そこに貴女の望むものは隠されているのですよ。そして、それは私達の夢を叶える力を与えてくれるものでもある。EdwardとMoraelynは、Nordの憎むべき支配に反抗する勇気をもってHigh Rockの解放に成功しました。勇気を適切に用いるならば、奥様、それには誰も太刀打ちできません。帝国の支配でさえ。自由、そう言いましたね？　Barenziah様、それこそ貴女の束縛を打ち破るものです。それを、よく考えてみて下さい」そう言ってから再び優しくキスを送って身を引いた。
「行ってしまうの……！？」Barenziahは叫ぶ。彼女の体は彼を欲しているのだ。
「今は、」と彼は言う。「こうして体を重ねて肉体的な喜びを求めることは在りません。ただ、私の言ったことを考えてみて欲しいのですよ」

「そんな必要ないわ。ねぇ、私たち何をすればいいのかしら？　何か準備でも？」

「いえ、何も。実際のところ、鉱山には自由に入れません。でも、女王が傍に居るならば、いったい誰が咎め立て出来ましょう？　もう私はそれの在るところまで貴女を案内できますから、二人で運び出しましょう」

魔術の研究に関する、彼女の無数の記憶が蘇り始める。「『召喚の角』ね」彼女は畏敬の念を込めて呟く。「それは本当なの？　可能なの？　どうやって知ったの？　Daggerfallの底知れない洞窟の下に埋められているって読んだ事があるけど」
「いえ、長いこと研究しましたので。Edward王は、その死の前に、友人であるMoraelyn王の手に『角』を託しました。そして、今度は、Mournholdを生誕地かつテリトリーとするEphen神の加護の下に在る此処、つまりMournholdに隠したのですよ。さあ、これで貴女は、私が膨大な時間と手間を掛けて見つけたことを知ってしまったわけです」

「でも、神って？　Ephenって？」

「私を信用して下さい、愛しいBarenziah様。全ては上手くいきますよ」優しく笑って最後に口付けを送ると、彼は部屋を出て行った。
　次の日、地中深い鉱山へと続く中央入口、そこを守備する衛兵たちの傍を彼女たちは過ぎて行った。Nightingaleが一緒に居なければ為されなかっただろう形だけの検査を終えて、彼らは次々と地中の空洞へと足を踏み入れる。そうして、忘れ去られ封印されたように見える戸口に至り、そこを抜けると長らく放棄されたままの古代の採掘場へと続いていた。そこでは、いつ支えが崩れるとも知れず、其処此処に散らばる瓦礫を片付けたり、通行を妨げている様々な堆積に注意したりせねばならない。あちらこちらで気の荒い鼠や大蜘蛛が駆け抜けており、ときどき二人を襲ってきさえする。しかし、それが割りの合わない仕事であることは、Barenziahの火球の術とNightingaleのダガー捌きが証明してみせた。
　「かなり深くまで来たみたいね」暫くしてから彼女は口を開く。「衛兵たちが心配していないかしら。何か言っておいた方が？」
　「お好きなように」彼は笑って答える。「貴女は女王だ。そうでしょう？」
　「でも、Symmachusが……」

　「あんな百姓、権力さえあれば誰にでも従いますよ。今までも、そして、これからも。そして、私達は権力を持っている。そうでしょう、愛しいBarenziah様？」彼の唇は何よりも甘いワインのよう、彼の触れる手は炎であり氷であるよう。
　「今は、ね」彼女は言う。「行きましょう、準備は出来たわ」彼女の体に活力は漲り、神経と筋肉は張り詰めている。
　「まだです、まだ此処ではありませんよ、周りもこんな風ではありませんから」腕を振って、風化して埃まみれの瓦礫や、冷たい岩壁を示してみせる。「もう少しです」気勢を殺がれたように、彼女は頷いて同意を送る。そして、二人は探索を再び始めた。
　「此処だ」彼が遂に足を止めたのは、変哲も無い壁の前である。「ここに在ります」彼は壁の埃にまみれたルーン文字に指を這わせると、もう一方の手では其の通りに魔法を練り上げ始める。
　壁は霧散した。そして、古代の神殿へと続く入口が姿を見せる。中央には神像が設えられており、一方の手には鎚を、もう一方の手にはアダマンタイト製の鉄床が構えられている。
　「私の血統にかけて、これがEphenです」Nightingaleが叫ぶ。「汝に請う、今こそ目覚めよ。EbonheartのMoraelynの継承者、王家の末裔、汝と血を分かつ者である。このMorrowindの最大の窮地に際して、全てのElfの魂の危機に際して、汝の守りしものを我に解き放て。今こそ請う、目覚めよ！」
　その最後の言葉と共に神像へと光が急速に集まると、只の岩であった両目に輝く赤色が灯った。重厚な頭部は揺さぶられ、鎚は鉄床へと打ち付けられ落雷のような衝撃で其れを二つに割り、神像そのものが崩れ落ちてしまった。Barenziahは両手を耳に押し当ててしゃがみ込む。それでも彼女の体は酷く揺れて、呻き声が外に漏れ出す。
　その中をNightingaleは勇敢に大股で歩き出すと、廃墟に鎮座されている何かを引き掴んで恍惚の声を漏らした。そして、それを高く掲げる。
　「誰か来るわ！」彼女は警告を叫んで、その時に初めて彼が何を掲げているかに気付く。「待って、それは角じゃないじゃない。それは……杖！」
　「いかにも、奥様。やっと真実に気付いたようですね！」高らかに彼は笑い声を上げる。「すみませんね、愛しい人よ。でも、もう貴女を置いていかなければなりません。きっと、また何時か会うことでしょう。それまでには……ああ、それまでにはSymmachus、」彼女たちの後ろに現れた、甲冑に身を固めた人影に言葉を送る。「彼女の全ては貴方のものですよ。ただの支援者だと言うかも知れないけれど」
　「いやよ」彼女は叫ぶ。そして、飛び上がってNightingaleの元に駆け寄るが、既に立ち去ってしまった後だった。彼の姿が瞬くように揺らめき――そこに、Symmachusの長剣の一閃。だが、それは空を切っただけである。そして、Symmachusは神像の在ったところに立ち尽くしていた。
　Barenziahは何も言わなかった、何も聞かなかった、何も見なかった……何も感じなかった……。
　Symmachusは、彼に伴っていた半ダースかそこらのElfを前に告げた。道に迷ったNightingaleと Barenziah女王とが巨大蜘蛛に襲われ、その時にNightingaleは深い割れ目へと足を滑らせてしまったこと。そして、彼の死体の回収は不可能であり、巨大蜘蛛の遭遇と友人の死に深い悲嘆に暮れる女王は酷く動揺して話が出来る状態ではないこと。Symmachusの存在と彼の指揮統制は甚大なものであり、騎士の誰一人として弛んでお喋りをするような素振りすら見せず、完全に彼の説明を受け入れてしまった。
　女王は護衛と共に宮殿の寝室へと戻って来て、そこで召使を部屋から退出させた。そして、鏡の前で長い間じっと呆然として、あまりに取り乱して涙さえ見せた。そんな彼女を、Symmachusは離れたところから眺めている。「君がしでかしたことに、何も思うところは無いのかい？」彼は遂に言った――平板に冷然と。
　「先に話しておくべきだったのよ」Barenziahは呟く。「あれが『混沌の杖』だったなんて！　そんなこと思いも寄らなかったわ。彼は言ったのよ……彼は……」新たな嗚咽が唇から漏れ出して彼女は絶望の淵に沈み込む。「ああ、何てことしたのかしら！　何てことしたのかしら！　いま何が起こっているの！？　私は、私達はどうなってしまうの！？」
　「彼を、君は愛していたのかい？」
　「ええ、ええ、そうですとも！　Symmachus、神は私に慈悲を垂れてくれたわ、彼のこと愛していたのよ。愛していた。でも、今は……分からない……自分のことが分からないの……」

　彼はその渋面を幾分か和らげると、新たな輝きを目に灯して溜息を吐く。「うん、その話は後にしよう。私の加護の下にあれば、君も何時かは母になる時が来る。残った問題については――Barenziah、私のBarenziah。思うに、この国に君は嵐を解き放ってしまったようだ。だから、暫くは波乱も続くだろう。でも、それを乗り越えられる時が来る。今まで、そうだったようにね」
　Symmachusは彼女の傍に歩み寄り、服を脱がしてベッドに横たえた。悲嘆と切望から、彼女の衰弱した体は彼の筋肉質な肉体に今まで無いほど反応して、Nightingaleが彼女の生活を活気付かせようとしたもの全てを洗い流そうとしているかのようである。そして、Nightingaleが壊していった寄る辺ない亡霊たちの全てを優しく宥めているかのようであった。
彼女は何も無く、空っぽだった。それから、子供を作ってお腹の中で成長していくことで彼女は満たされた。その子が子宮で大きくなっていくにつれて、辛抱強く忠実で誠実なSymmachusに対する感情も育っていった。それは友情から始まって強い愛情へと、そして今や遂に、真実の愛へと成熟したのである。八年後、彼らは再び祝福された。その傍には、一人の娘も一緒であった。
Nightingaleによる混沌の杖の奪取の直後に、SymmachusはUriel Septimに緊急の密使を送っていた。本来の礼儀に反して、彼自身が皇帝の下に赴くことは無かった。その代わりに、母となるBarenziahの傍に付き添っていたのである。この振る舞いや、杖の奪取に関して、皇帝は一時的に不興を覚えて彼に在らぬ疑いをさえ掛けた。諜報員が各地に派遣されたものの、しかしNightingaleは恰も消え失せてしまったかのようで、何処に居るのかも何処から来たのかさえ分からない始末であった。
「Dark Elfの血が混ざってたと思うわ、きっと」Barenziahは言う。「でも、人間の血も。思うに、その辺は変装していたのね。さもなければ、すぐに私は妊娠させられてしまっていたかも知れないもの」
「Dark Elfの血、確かにそうだろう。奴は古代のRa’athimの血統を受け継ぐものだ。そうでなければ、あの杖を自由に扱うことは出来ないからな」そう彼は推論する。そして彼女をじっと見据える。「奴が嘘を吐いていたとは思わないよ。一人のElfとして、魅力的な君を手放せなかったのさ」彼は微笑む。そして、再び真顔に戻る。「さて！　奴は角ではなく杖が其処に在ることを知っていて、そして安全な場所まで瞬間移動せねばならなかった。奴も分かっている通り、角と違って杖は武器にはならない。その点に関しては神に感謝せねばね！　奴は何かも分かっていたようだ。……でも、どうやって知ったのだ？　今はEbonheartで王として城を構えるRa’athim一族の末裔の助力を得て、私自身が杖を其処に安置したのだ。皇帝は角を求めていたが、杖は保管されたままだった。ふむ！　今や彼の赴くところは何処でも、お望みとあらば闘争と不和の種を蒔くことが出来るわけだ。しかし、それだけが彼の力ではない。角があれば、それを扱うことも出来るのだから」
「それが彼の求めている力なのか、私には分からないわ」彼女は言う。
　「誰もが力を求める」彼は言う。「それぞれのやり方でね」
　「ううん、私は違うわ」彼女は答える。「だって、Symmachus、私は探していたものを手に入れたもの」
　訳注　「Erhatick閣下」と「Bryte奥様」の意味は不明である。少なくとも、ErhatickとBryteは英語ではないようである。
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「真実のBarenziah」第五部

Anonymous著

　Symmachusが予言していたように、混沌の杖の奪取がもたらす災禍は決して短い期間のものではなかった。現在の皇帝であるUriel Septimは、杖の紛失に関して衝撃と不興を表明する断固とした声明を表して、Symmachusに対しては、全力を以って杖の行方を捜索すると共に新たな宮廷付攻性魔道士であるJagar Tharnと連携を深めて事に当たるよう促した。
　「Tharn！」今は数ヶ月の子供を宿すBarenziahが長閑に子供用の毛布を刺繍している小部屋をうろつきながら、嫌悪と苛立ちを込めた大声でSymmachusは呼ばわった。「Jagar Tharn、全く奴ときたら！　仮にあいつが老いぼれの飲んだくれでフラフラ歩いてたとしても、私は絶対に奴の手を引いて一緒に道を渡るような真似はしないね」
　「あなた、どうしてそんなに彼を嫌うの？」

　「混血のElfは信用しないだけさ。Dark Elfの混血、High Elfの混血、それに全てを知ろし召す混血の神々。請合ってもいいが、最も質の悪いのが混血なのさ」そう言って鼻をすする。「誰も奴については、ほとんど知らない。Wood Elfの故郷のValenwood、その南方の出身であるとは言われているが、それにしても本当かどうか……」
　妊娠期に特有の充足感と倦怠感から、ここまではBarenziahは彼の話に調子を合わせているだけだった。しかし、この言葉を聞いて、針仕事の手を突然に止めて彼を見た。何かが彼女の興味を惹いたのだ。「Symmachus、Jagar TharnってNightingaleの変装という可能性は無いかしら？」
　返答の前に暫く考えてから彼は答えた。「いや、それは無いと思うよ。奴の祖先には人間の血は混ざっていないようだから」それがSymmachusの欠点であると彼女は知っている。優れた知識人と同様に、Wood Elfを怠け者の泥棒やHigh Elfと同列に並べて軽蔑している。その一方で、人間たち、とりわけBretonを実践性・知性・活動性の点で賞賛しているのである。「Ebonheart、Ra’athim一族、その中でも特にHlaalu家やMora家、そういったものがNightingaleと関わっていると私は踏んでいる。そういう一家は、女王の時代から人間の血を取り入れ始めた。皇帝が我々から召喚の角を取り上げた時に杖が此処に安置された事に、Ebonheartは嫉妬しているのさ」
　彼女は少し溜息を吐く。MournholdとEbonheartとの対立は、Morrowindの歴史の幕開けにまで遡る。一度、二つの国が一つに纏まると、貴族階級がMorrowindのHigh Kingの王権を握っていたRa’athim一族は、有益な鉱山の全てを領土として持って行ってしまった。そして、Lian女王が彼女の双子の息子――伝説のMoraelyn王の曾孫に当たる――を共に後継者として世を去った時に、EbonheartはEbonheartとMournholdの二つの都市国家へと引き裂かれた。ほぼ同時期に、臨時のWar Leaderの意向を汲む形で当時のHigh Kingは地位を退き、地域の緊急に際して議会から新たに任命されることとなった。依然としてEbonheartはMorrowind最古の都市国家（「Morrowindの代表」というのが、Ebonheartの支配者がしばしば用いる言い回しである）としての特権を失うまいと用心しており、混沌の杖の正当なる守護は有力な一家に委ねられるべきであると主張したのである。これに対して、Moraelyn王自身がEphen神の手に杖を委ねたのであり、そしてMournholdこそが議論の余地なくEphen神の生誕地であるとMournhold側は応答したのである。
　「それじゃあ、どうしてJagar Tharnに貴方の疑念を伝えないの？　彼自身に疑念を払わせればいいじゃない。彼が信頼してくれるなら、秘密も明かしてもらえるわよ。何か問題でもあって？　それとも、嘘でも吐かれると思うの？」
　よく理解していないのだという風にSymmachusは彼女をじっと見る。「問題はあるさ」少ししてから彼は穏やかに言う。「でも、それほど疑っているというわけでもないよ」それに加えて、「確かに、君にはさして興味の無いことだろうからね。だから、君は此処に座って、その」ここで彼はニヤリと笑って、「刺繍に専念していればいいよ」
　彼女は持っていた作品を彼に投げつけて、それは彼の顔面に当たった。針も指抜きも何もかも。
　それから数ヶ月たって、彼女は一人の子を産み、彼はHelsethと名付けられた。混沌の杖についてもNightingaleについても、何も情報は入ってこない。もしもEbonheartが手中に杖を収めていたとしても、それを自慢することは無いだろうが。

　月日は早く幸福に過ぎ去っていく。Helsethは大きく強く育っていった。彼自身、彼の大好きな父親に似ている。そして、彼が八歳になった頃、Barenziahは二人目の子供、今度は娘を授かり大いにSymmachusを喜ばせた。息子は彼の誇りであったが、Morgiah――Symmachusの母の名を取った――は彼の心を鷲掴みにしたのである。
　しかし、悲しむべきことに、Morgiahの誕生は好ましい未来の先触れではなかった。これといった理由も無いままに、帝国との関係は悪化していったのだ。税金と分担金は年を追う毎に増していく。これは、杖の紛失に関してSymmachusが関与しているという皇帝の嫌疑、そして、それを晴らすために増え続ける要求に応じるよう迫っているのだとSymmachusは感じた。彼は執務の時間を延長したり関税の割合を上昇させたり、更には自身の財産と国庫とを区別したりさえした。だが、徴収は増大するばかりで、平民も貴族も同様に不平を漏らし始める。それは不吉な予兆であった。
　「子供を連れて帝都に行って欲しい」ある日の昼食の後、遂に彼は絶望を滲ませた声で言った。「それで皇帝を誘惑してくれないか。さもなければ、Mournholdの人民が反乱を起こしてしまうよ」無理やりに笑顔を作ってみせる。「君ならお手の物だろう？　今までやってきた事だからね」
　Barenziahも無理に笑ってみせる。「ええ、貴方ともね」
　「そうとも、私はイチコロだったよ」穏やかに頷く。
　「でも、子供たちは？」そう言って、彼女は視線を部屋の隅の窓の方へと送る。そこでは、Helsethがリュートを爪弾いては、幼い妹と歌を口ずさんでいる。Helsethは十五歳、Morgiahは八歳だ。
　「きっと、あの子達なら皇帝も心穏やかになるだろうし、それにHelsethは宮廷に顔を見せる時期だろうね」

　「確かに。でも、それは本当の理由ではないんでしょう？」彼女は少しムッとした調子で深く息を吐いてみせる。「ここでは、あの子達を守れないと思ってる。だったら、貴方自身も安全じゃないでしょう？　ねぇ、一緒に行きましょう」と促す。
　彼はBarenziahの手を取って言う。「私のBarenziah、本当に愛しているよ。でも、ここを私が去ったら、もう帰るべきところが無くなってしまうからね。心配しないで。大丈夫だから。そう、自分のことは自分で何とかするさ。それに、君や子供達の心配が無ければ、ずっと上手くやってみせるから」

　彼女は自分の頭をSymmachusの胸に預ける。「私たちには貴方が必要だってこと、それだけは覚えておいてね。私には貴方が必要なの。もし皆が一緒に居られれば、働き詰めでも何とかなるもの。手やお腹が空っぽでも、心が空っぽであるよりは簡単に耐えられるんだから」彼女は泣き出しながら、Nightingaleの杖をめぐる卑劣な所業を頭に浮かべていた。「こんなことになったのも、私が馬鹿なせいだわ」
　彼は優しく笑ってみせる。「それでも、そう悪くは無いさ」寛大な目付きで子供達の方を見やる。「私達の誰も、何かを空っぽのままで済ませるなんて事は決して無いからね。決して、決して。約束するよ。かつて、私はBarenziah、君とTiber Septimに全てを捧げた。そう、私の助けが無ければ、帝国は決して始まらなかった。まさに、その勃興を私は援助したんだ」彼の声は硬くなっていく。「だから、その終焉を引き起こす事だって出来る。私の堪忍袋の緒にも限りはあるって、そう君は皇帝に言ったって構わない」
　彼女はハッと息を呑む。それが全くの空脅しではないからだ。だが、彼女にとっては、暖炉の傍に寝転がっている人間慣れした狼が牙を剥くのが想像できないように、彼が帝国に反旗を翻すことも想像できないのである。「どうやって？」息つく間も無く彼女は尋ねる。だが、彼は首を振るばかり。
　「知らないほうが良い」彼は言う。「ただ、君は『Symmachusという男は厄介で恐れを知らない奴だ』と伝えればいい。彼もSeptimの名を継ぐ皇帝だ、使節に八つ当たりすることは無いよ」そう言って、にっこりと笑う。「もしもそんなことしたら、愛しい君や子供達に指一本でも手出ししたら……Tamrielの全ての神々に誓って、『こんなことなら生まれてくるのではなかった』、そう祈らずには居られなくするよ。ふふ。私は皇帝も、その一族郎党も全て狩り倒してみせるね。Septimを名乗る者が一人も居なくなるまで、私の休まる暇は無くなるよ」薄明かりの中で、彼のDark Elfの赤目が明るく輝く。「心の底から誓うよ、私のBarenziah。……私の女王陛下」
　彼女はSymmachusをきつく抱きしめる、その全力でもって。だが、抱擁の与える暖かさにも関わらず、何故か彼女の体は震えずには居られないのである。
　皇帝の玉座の前に立ったBarenziahは、Mournholdの窮状について説明を試みる。何やかやの口実を付けられて、今日の謁見まで数週間も待たされていたのである。曰く、「陛下は気が進まない」、「閣下は急務に当たられている」、「非常に申し訳なく御座いますが、当方の謁見予約に不備が御座いました。付きましては、女王殿下の謁見は来週ということに……」そして、この今現在でさえ決して上手くいっているとは言い難い。皇帝は、彼女の話を聞く振りをする素振りすら見せないのである。彼は彼女に椅子を勧めることも、子供達を謁見室から退出させることもしなかった。Helsethは彫像のようにじっと立ち尽くしたままで、幼いMorgiahはぐずり始めている。
　彼女の心理状態は少しも救われないものであった。帝都に到着した折に帝都駐在のMournhold大使が宿泊先を与えてくれたが、その時に彼はSymmachusからの手紙の束を彼女に見せたのである。悪い知らせ、そればかりであった。遂に反乱が始まった。農民が小貴族の不満分子を中心に決起して、Symmachusの退位ならびに統治権の移譲を求めたのである。帝国衛兵、そして何代にも亘って親族がBarenziah家の従者である僅かな軍勢のみがSymmachusと庶民らとの間に立ちはだかっている状態である。既に交戦状態に突入しているが、Symmachusが依然として無事に指揮を執っていることは明らかである。しかし、「長くは持たないだろうが」と彼は記している。全力をもって皇帝との交渉に当たって欲しい、そう彼は請うている。……だが、何れにせよ、子供と共に故郷に帰れるという知らせが届かない限り、彼女は帝都に留まり続ける他は無いのであった。
　帝国官僚にも働きかけてみたが、それは時間の無駄であった。そうこうする内に、ただ彼女の恐慌ばかりが増していった。Mournholdからの一切の知らせが、突然に止まってしまったのだ。のらりくらりと嘆願をかわす皇帝への怒りと、自身と家族とに待ち構える悲運への恐れの間で揺れ動きながらも、月日だけが足早に痛ましく冷酷に過ぎ去って行くのである。そして、或る日のこと、彼女の元にやって来た大使は、遅くとも明日の夜までには通常の経路ではなく夜鷹の伝書で知らせが届くと語った。そして、この大使の言葉と同様に聞いたところは幸運であることに、その同日に皇帝と明日早くに謁見する許可が遂に下りたと宮廷の事務員から知らされたのである。
　謁見室に入って来ると、あまりにも明る過ぎる歓迎の笑みを浮かべて皇帝はBarenziahたち三人に挨拶を送った。それにも関わらず、彼の目は決して笑っていない。そして、彼女が子供たちを紹介すると、どういうわけか全く不適当なほど熱心に皇帝は彼らを見つめるのである。五百年近く生きて人間と関わってきた彼女にとって、彼ら人間のする表情や仕草を読み取る技術は、どんな人間も及ばない程に優れたものとなっている。皇帝がその目に何を隠しているかも手に取るように分かった。それは渇望の類だ。後悔？　そう、後悔だ。でも、なぜ？　彼自身、五人の素晴らしい子供を持っている。どうして、彼女の子供たちを切望することがあろうか。それに、どうして非難がましい目付きでもって――チラッと、ではあるが――彼女の方を見るのだろうか。きっと、自分の奥さんにウンザリしてしまったのだろう。言うまでも無いが、人間は移り気であることで有名なのだ。長く熱い視線を送っていた皇帝だったが、Barenziahが自身の任務とMournholdで勃発した暴動について話し始めると、彼の視線は子供たちから逸らされる。彼女が完全に説明を終えるまで、彼は石のように固まって静かに座ったままであった。
　無関心そうな皇帝の様子に困惑したり苛立ったりしながらも、彼の青白く強張った顔付きに、嘗て彼女が見知ったSeptimの面影を探していた。彼女はUriel Septimのことをよく知らなかった。一度、会ったのは彼がまだ子供の時で、もう一度、会ったのは二十年前の戴冠式の折であるのだ。二度、それで全部だ。まだ若者の時分の祝典の時でさえ、彼は重々しく厳格な雰囲気を具えていた。しかし、こうして大人となった現在のような冷然として余所余所しい様は無かったのである。実際のところ、外見はよく似ていても、嘗ての若者とは全くの別人のようでさえある。確かに同一人物とは言い難いが、しかし何処かしら彼女に親しみを覚えさせよるような、いや、はっきりと親しみを感じる部分が彼にはあるのだ。姿勢や身振りの癖が……。
　唐突に、まるでマグマが注ぎ込まれたかのように彼女は心中に熱いものを感じる。幻覚だ！　Nightingaleに手酷くやり込まれてから、彼女は充分に幻覚の術について研鑽を重ねていたのだ。そして、幻覚を探知する術も習得している。……そして、あたかも盲人が太陽を顔に感じるように、確かに彼女はそれを感じるのである。幻覚！　でも、なぜ？　Mournholdの厄介事の詳細を口から流すままにしながらも、彼女の頭は高速で回転を始める。外見を良く見せたいから？　Elfが誇らしげに見せて廻る年寄りの徴を、人間たちは恥ずかしいと思うようなのだ。しかし、彼の外見は年齢に相応しいものでしかない。
　あえて彼女は魔法を使わない。多くの貴族たちでさえ、自身の身を守るために、邸宅内では魔術を探知する手段を講じているものである。しかも、ここで魔道士が魔法を行使するということは、ダガーを引くのと同様に皇帝の憤激を招くことだろう。
　魔法。

　幻覚。

　突然に、彼女の心中にNightingaleの姿が飛び込んでくる。そして、彼はBarenziahの前に座っているのである。と、視界は入れ替わってUriel Septimの姿。彼は悲しそうな表情。すっかり彼女は幻覚にやられてしまっている。そして、皇帝の姿が薄れていったかと思うと、彼の居た場所にはNightingaleのような、しかし、そうではないような男が座っている。青白い肌、血走った目、Elfに特有の耳――彼の周囲には、悪意に満ちた強烈な閃光、そして不気味なエネルギーの波動が感じられる――そして身の毛もよだつような破壊衝動がちらついている。この男なら何だってやってのけてしまうだろう！
　もう一度、見返した時には、しかし既にUriel Septimの姿である。
　まったく、どうして自分自身が幻影でないと言い切れるだろうか。そう考える彼女の心は、すっかり術中に嵌ってしまっているのである。不意に、まるで重荷を背負って長く長く歩いてきたような、そんな強烈な疲労感が彼女を捕える。そして、Mournholdの揉め事を真面目に話す――はっきり言って、そんなこと彼女には何の役にも立ちはしないのだ――のを打っちゃってしまうことに決めると、彼をからかってやりたい気分になってきた。からかうとは言っても、今の議題の裏に潜ませてだが。
「閣下、覚えていらっしゃいますか？　父上の戴冠式の後に、私とSymmachusと一緒に短い晩餐の席をお持ちになられたことを。陛下は、この小さなMorgiahよりも幼くいらっしゃいましたね。非常に光栄でありました、そこに招待されたのは私達だけでしたのだから。……いえ、陛下の一番の御親友、Justin様を除いて、ではありますが」
「ああ、そうだったな」皇帝は用心深く笑う。非常に用心深く。「思い出すことも出来ると思う」
　「陛下とJustin様は本当に親しい間柄で。しかし、随分と前にお亡くなりになられたと聞いております。実に御愁傷さまに御座います」
　「確かに。今でも、彼のことを話すのは躊躇われる程だ」皇帝の目は虚ろに、いや、より虚ろになっていく。そんなことが可能ならば、だが。「Barenziah女王、そなたの要請に関してだが。ふむ、熟慮しておこう。結果は追って知らせよう」
　彼女が一礼をすると、子供も倣って頭を下げる。彼の頷きを合図に、彼女たちは皇帝の面前を後にした。
　玉座の間から立ち去った彼女は、深く息を吸い込んだ。幼き日のUriel Septimは食事の度にJustinの分を用意させたものだが、「Justin」は彼の空想上の遊び相手なのだ。しかも、そんな男の子みたいな名前にも関わらず、なんと女の子であったのだ！　彼女が空想上の友達でなくなった後も、長らくSymmachusは冗句の種に使ったものである。Uriel Septimと会う時は何時でも、Justinの健康状態を尋ねては馬鹿馬鹿しいほど真面目に応対してやったのである。彼女も何年か前にJustinのことを聞いてはいたが、明らかに冗談交じりに彼女の詳細なプロフィールをSymmachusに語ったそうである。それによれば、彼女は冒険心あふれるワガママなKhajiitの女の子で、彼と結婚していて、Lilandrilに住んで火シダとヨモギを育てているそうである。
　あの玉座に座っていた男、奴はUriel Septimじゃない！　Nightingale？　そうかしら？　……そう！　そうに違いない！　弦が楽器を鳴り響かせるように、その発見は彼女の全身を震わせて正しいことを知らせた。そう、彼に違いない。そうだ！　Nightingale！　彼は皇帝に偽装しているのだ。Symmachusの当ては外れていた、彼は間違っていたのだ……。でも、どうしたらいいのだろう？　彼女は半狂乱になって頭を回転させる。Uriel Septimに何が起こったのか？　それに、それよりも重要であるのは、そのことが彼女やSymmachusやMournholdに如何に影響することになるのか？　そう思い返してみると、この一連の問題が偽者の皇帝、Nightingaleの魔術によって生み出されたもの――実際のところは定かではないにせよ――から引き起こされたものであることに彼女は気付いた。Mournholdに無理な要求を押し付け始める前に、奴はUriel Septimに摩り替わっていたに違いない。そう考えれば、Tiber Septimとの好ましくない密通も既に遠い過去のものとなった――人間の時間感覚で考えるならば――にも関わらず、どうしてMournholdと帝国との関係が冷めていったかが理解できるだろう。NightingaleはSymmachusのSeptim家に対する著名な忠誠心と深い関与を知っていて、その上で彼に先制攻撃を仕掛けてきたのである。それが本当なら、Barenziahたちは酷い危機に陥っていることになる。彼女とその子供達が滞在するここ帝都では皇帝の偽者の権力は絶対であり、しかも頼みの綱のSymmachusはNightingaleの引き起こした厄介事のために独りMournholdに出向いてしまっているのだから。
　自分は何をするべきだろう？　子供達を先に行かせて、彼女達をエスコートする侍女や近衛騎士の後を追いながら、Barenziahは手を肩に置いて冷静になろうと気を静めようと努める。遂に、一行は待たせてあった馬車のところに至った。彼女達の部屋は宮殿から数ブロックしか離れていないところにあったが、Mournhold王国の品位のために僅かの距離でも徒歩は避けられていたのである。今度ばかりは、そのことに彼女は感謝した。何故なら、この馬車だけが今は安心感を与えてくれる避難場所のように思えたからである。もちろん、それが仮初の感情に過ぎないことを彼女は知っていたけれど。
　その時、一人の少年が衛兵のところに駆けて来ると、その内の一人に巻物を手渡して馬車の方を指し示してみせる。その巻物を彼はBarenziahに渡す。その場で待っている少年の目は見開かれ輝いている。巻物は、High Rock地方はWayrestのEadwyre王からの簡単な手紙であった。それは、挨拶から始まって、高名なMournhold女王との謁見の許可の可否を単に尋ねるものであり、かねがねBarenziah女王のことは存知申し上げておりお近付きになれれば幸甚であると述べていた。
　それを読んで、最初は謁見を断ってしまおうかと彼女は思った。一刻も早く、こんな街を後にしたいのである！　実際のところ、人間と御世辞を言い合って時間を潰すような暇は無いのである。彼女が渋面で文面から顔を上げたところに、衛兵の一人が声を掛けてきた。「陛下、あの少年の主人が向こうで返答を待っているそうです」指さされた方向を目で追うと、そこでは顔立ちの整った壮年が半ダースほどのお供や騎士を引き連れて馬に跨っているのである。彼女の視線に気付くと、その紳士は羽帽子を取って丁重な挨拶を送ってきた。
　「よろしい」衝動的に彼女は少年に告げていた。「主人に伝えなさい、今晩、夕食の後に時間を空けておくと」Eadwyre王はこちらを遠慮がちに真剣な眼差しで見つめており、かなり心配そうな顔付きであった。しかし、恋わずらいをしているという風ではない。少なくとも、何か物思いに沈んでいるように彼女には思われた。
　タワー・ウィンドウ（詳細は不明だが、しばしば塔に設えられる上下に長い窓の意であろう。少なくとも、後述よりBarenziahが塔に居るのではない）の傍に立って待っていた彼女は、不意に誰か親しい人が近付いて来るような感覚に襲われた。しかし、彼女の目にも明らかなように夜の空は晴れ渡っており、そこに何かの姿を見て取ることは出来ない。と、突然にそれは其処に居た。疎らに散らばる雲の下、その飛ぶ姿は一つの素早く動く点のようである。それから数分後、飛び降りて来た夜鷹は、翼を折り畳んで彼女の細い腕に巻かれた革の腕章に爪を立てて留まっていた。
　そして、夜鷹を止まり木に留まらせるのももどかしく、喘ぎつつも、落ち着きの無い指先でもってその足に括り付けられた封印済みの伝書の包みを取り去った。夜鷹の方は、与えられた水を勢いよく飲み干すと、彼女の前で羽をさざ波立たせるように毛づくろいを始める。彼女の意識の片隅では、この伝書の任務が遂行されたことに対する満足感があったが、しかし残りの大部分は……まったくもって不安に支配されていたのである。たかが鳥の心でさえ、それを操ることは時として上手くいかないものであるのだ。
　薄い羊皮紙が開かれ細々とした文面に視線が落とされたとき、彼女の指は酷く震えていた。ここにSymmachusの力強い手があってくれたらなあ！　悲しい気持ちを抱えて座り込みつつ文章を指で追う彼女は、何とか悲劇を穏やかに受け入れるよう自分の心と体に言い聞かせている。もし仮に悲劇であったならば、だが。
　そして悲劇は訪れた。

　帝国の衛兵はSymmachusを見捨てて反乱軍へと加わった。彼は、Symmachusは死んだ。残存していた国王軍は決定的な敗北を喫した。Symmachusは死んだのだ。帝国の使節によって、反乱軍の指導者は正統なるMournholdの国王として認められた。Symmachusは死んだのである。そして、Barenziahと彼女の子供達は帝国に対する反逆者として首に賞金が掛けられたのである。
　Symmachusは死んだ。
　今朝の皇帝との謁見は、単なる口実と策略に過ぎなかったのだ。ただの目くらまし。皇帝は、このことを既に知っていたに違いない。彼女は完全に騙されていたのだ。「女王様、どうぞお気を楽にして。好きなだけ帝都に留まって観光をお楽しみ下さいませ」そんな言葉に、すっかり騙されてしまったのだ。留まる、だって？　こんなもの、ただの拘束、ただの束縛ではないか。まったく、態の良い逮捕と言うべきではないか。こんな事になっているだなんて、彼女には全く思いも寄らなかった。彼女には分かっているのだ。皇帝とその手先が、もう二度と自分を帝都の外に出すつもりはないことを。少なくとも、生きたままでは。
　Symmachusは死んだのだ。
　「奥様？」

　不意の声に彼女は跳び上がると、召使が近付いて来るのを見つめた。「何です？」
　「Bretonの方が居らっしゃっておいでです。Eadwyre王様で御座います」Barenziahの不思議そうな顔に、その召使は親切に付け加えた。彼女は何か躊躇っている。「何か知らせでも？　奥様？」夜鷹の方を顎で示しながら彼女は尋ねる。
　「すぐ行きます」そう口早に言ったBarenziahの言葉は、彼女自身の心中に不意に大きく口を開けた深淵のような虚空へと虚ろに響くばかりである。「鳥の世話をしておいて頂戴」そして立ち上がってガウンを身にまとうと、王族の訪問者に会う準備を始める。
　彼女は何も感じない。まるで石の壁に取り囲まれているように、まるで夜の静止した大気のように……まるで生ける屍のように。
　Symmachusは死んだのだ！

　やや鼻に付く程に丁重に真面目な面立ちで、Eadwyre王は彼女に挨拶を送った。彼は自分がSymmachusの熱心な賛同者であることを声高に述べて、一族の中でも特に優れた伝説的人物であると褒め称えた。そうする内に、少しずつ会話は彼女と皇帝との交渉に関するものへと移っていった。彼は交渉の詳細について尋ねて、その首尾がMournholdにとって好ましいものであるか聞いてきた。しかし、彼女の曖昧な口調に気付くと、うっかりと口を滑らせる。「女王陛下、貴女は私を信じるべきです。私だって、あの皇帝はペテン師だって思ってるんですからね！　狂ってるとも聞いてますが、私が思うに――」
　「ええ」毅然として言葉を遮る。「貴方は全く正しいですわ、国王陛下。私も知っていますから」
　ここで初めて彼は座席にリラックスして体を伸ばしたかと思うと、突然に如才なく両目を細めてみせる。「御存知ですって？　でも、狂人かも知れないような男の言うことに調子を合わせるつもりは御座いませんでしょう？」
　「ええ、もちろん。請け負いますわ、国王陛下」そこで彼女は深く息を吐いてから、「それで、誰が皇帝になり代わっているとお思いになられますか？」

　「宮廷付の攻性魔道士、Jagar Tharnですね」

　「ふむ。それから、Nightingaleという名に聞き覚えは？」

　「ええ、ありますとも。私も私の味方も、奴こそが裏切り者のTharnだと踏んでいます」

　「そうなのよ！」彼女は不意に立ち上がると両手で顔を覆う。Nightingale……彼こそがJagar Tharnなのだ！　ああ、あの悪魔め。何と極悪にして陰険であることか。しかも、ずる賢いときている。奴こそ、綿密に完璧に彼女達を破滅へと追いやったのである！　Symmachus！　私のSymmachus……！
　彼は遠慮がちに咳払いをしてから言葉を続ける。「私は、いえ我々は貴女の援助を必要としているのです」
　その言葉に、彼女は皮肉を浮かべてにっこりと笑う。「そう私は約束するべきであると信じています。でも、もう少し御話を伺ってからでも構わないかしら？　どうやって貴方がたを援助すればいいか伺ってからでも？」
　手短に国王は計画の概略を述べ立てる。下劣なJagar Tharnへ遅くに弟子入りしたRia Silmaneは、偽の皇帝によって反逆者として処刑された。しかし、彼女の生命は微力ながらも残存しており、この現実界の知己と未だ接触を保っているのである。そして、裏切り者の魔道士によって何処かへと隠された混沌の杖を発見する者として、彼女は一人の勇者を選出した。その勇者の用いる杖の力によって、不死身とも思われるJagar Tharnを滅ぼして、別次元で虜囚となっているであろう本当の皇帝を救い出すのである。しかしながら、その勇者は有難いことに今もまだ生きているものの、帝国の迷宮の中で息絶えようとしているのである。Riaの魂の助けを借りて彼が窮地を脱するためには、Tharnの注意を惹き付けておかねばならない。「そして、Tharnの耳目を集められるのは貴女だけなのです」と彼は付け足した。しかし、もしも皇帝と謁見を持つにしても、それで充分に彼の気を惹き付けておけるのだろうか？
「もう一度、これから謁見の機会があると思います」注意深く彼女は言葉を運ぶ。「でも、それで充分でしょうか？　言っておかねばなりませんが、私も私の子供達も、つい先立って帝国に対する反逆者として宣告されたばかりなのです」
「Mournholdや、それに恐らくはMorrowindに於いても、ですよ。物事は帝都や帝国領に於けるのとはまるきり違って動くものです。それに、これほど謁見の許可を得るのが困難な程に行政が混乱しているのですから。加えて言えば、貴方が合法的な手続き無しに拘束されたり処罰されるようなことがあったりしたら、帝国の大臣たちが黙ってはいませんよ。ただ、陛下、貴女や御子息たちの場合には、王位が事態を悪化させてしまっています。女王と王位継承者とあっては、Mournholdの国民にとっては侵すべからざるもの……実際のところ、神聖なるものとすら言えるでしょう」そこで、にっこりと笑って言う。「皇帝の一存で国を動かせない点では、官僚政治は諸刃の剣なのですよ」
そう、少なくとも、暫くは彼女も子供達も無事だろう。それから、彼女は或ることを思い付いた。「さきほどTharnの耳目を集められるのは私だけだと仰いましたが、それはどういう意味です？」

そう話を振ると、彼は少し顔をしかめてみせる。「召使たちの間で囁かれていることですが、Jagar Tharnは部屋に神殿のようなものを設えて、そこに貴女の肖像画を飾っているそうですよ」
　「なるほど」ほんの少しの間、かつてのNightingaleとの狂気めいた恋愛に思いを馳せる。私は彼に狂っていたのだ。何て馬鹿な女。そして、一度だけ愛した男は、自分が本当に愛していた男を殺してしまったのだ。愛していた。愛していた。そうだ、もう彼は居ないのだ。彼は、彼は……。まだ、彼女はSymmachusの死という現実に向き合えないでいる。しかし、たとえ彼を亡くしたとしても、彼女は自分に言い聞かせるのだ。私の愛は生きている、私の愛は残っているのだ、と。そう、彼は常に自分と共に在るのである。それは一つの痛みだ。彼無しで余生を過ごさねばならないという痛み。彼の存在も安らぎも愛も無しに、毎日の昼と夜を生き抜かねばならないという痛み。そして、彼の子供達がどれだけ素敵な大人になっていくかを彼自身が知らないという痛み。その子供達は、決して知ることは無いのだ。自分の父親が如何に勇敢で力強く素晴らしく、……とりわけ幼いMorgiahを深く愛していたことを。
　それなのに、それなのに、それなのに。Nightingale、お前は幸福な家族を滅茶苦茶にしてしまった。死以外に償う方法は無いのだ。
　「驚かれないのですか？」
　彼の言葉がBarenziahの思いを打ち砕く。「何です？　何に驚くですって？」
　「貴女の肖像画ですよ。Tharnの部屋に在るという」

　「ああ」彼女は冷静にその様を思い描いてみる。「驚かないと言えば嘘になりますわね」

　彼女の表情から、話題を変えたいのだと彼は気付く。そして、再び計画に話を戻す。「我々の頼みの綱である勇者は、脱出に数日は掛かりそうなのです。それほど時間は稼げますでしょうか？」
　「その点に関して信用して頂けないのですか？　どうしてかしら？」
　「我々は絶望的な状況に立たされているのです、陛下。確かに選択肢は在りません。でも、もしも失敗したら……ああ、いえ、私は貴女を信用いたします。信用せねばならないのです。長年、貴女の御主人も私の家族に良くして下さいました。Symmachus様は――」
　「夫は、亡くなりました」
　「何ですって？」
　最近の出来事を、手短に冷静に彼女は語って聞かせる。

　「女王……陛下……しかし、何てこと！　あ、あの、申し訳ございませんでした」

　ここで初めて、彼女の中で凍り付かせておいた心が溶け始めた。彼の同情めいた顔付きに、取り繕った外面の穏やかさが揺すぶられ始めたのだ。彼女は必死に冷静さを掻き集めて、落ち着きを取り戻そうと努める。
　「こんな状況では、貴女に頼み事をするというのは――」

「いいえ、そんなこと仰らないで。こんな状況だからこそ、私の夫である、子供達の父親である男を殺した相手に復讐せねばならないのです」堅牢な要塞である彼女の目を突破して一筋の涙が零れ落ちる。我慢できないように、それを手の甲で拭う。「代わりに、お願いを聞いて頂けますか？　孤児になってしまった私の子供達を安全に匿っておいて欲しいのです」
彼は深く頷く。その目は心なしか輝いて見える。「喜んで、そのように誓いましょう。最も勇敢にして最も高貴なる女王陛下。愛すべき大地、そう、このTamriel全土の神々が我々を見守っていて下さるのです」

　その彼の言葉が、訳も無く、しかし酷く彼女の心を揺さぶったのである。「本当に、心から魂から御礼を申し上げます。素晴らしきEadwyre国王陛下。私にとっても、子供達にとっても、本当に本当に……有り……難う……」
　その言葉は涙が引き継いだ。

　その夜、Barenziahは眠らずにベッド脇の椅子に腰掛けては、両手を膝に付けて身を屈めながら暗闇が濃く薄くなる中を深く物思いに沈んでいた。まだ子供達には話をしていない――その時期ではないからだ。
　改めて皇帝との謁見を申し出る必要は無かった。その夜が明けた頃に、向こうから召喚が為されたのだ。
　子供達には、数日したら戻ってくること、召使たちに迷惑を掛けないことを言い含めてキスと共に別れを告げてきた。もう帝都には飽きて寂しくなってしまったのか、Morgiahは少し愚図っていた。Helsethは厳しい顔付きだったが、何も言わなかった。彼はとても父親に似ている。彼の父親に……。
　宮廷に着くと、大きな謁見室ではなく、皇帝が独りで朝食を摂っている小さな応接室へと案内される。彼は頷いて挨拶を投げると、傍らの窓を手で示してみせた。「素晴らしい眺めだろう？」
　帝都に幾つも聳え立つ塔の群れを彼女は見据える。その時、この部屋こそ、かつてTiber Septimと初めて会った場所であることに思い至った。もう何世紀も前の話だ。Tiber Septim。彼女が嘗て愛した男。その他には？　Symmachus、Tiber Septim……それに、Straw。不意に、強烈な愛情と共に、あの金髪でガッチリとした体つきの男の子のことを思い出す。彼女はStrawを愛していた、でも今まで決して気付くことは無かったのだ。それを彼に教えてあげることすらしなかった。彼女は若く、そして気ままで穏やかな時代だった……何もかも起きてしまう前の、こうして奔流に晒される前の、そして彼に出会う前の。彼、それはSymmachusではない。Nightingaleのことだ。自分のことであるのに、彼女は酷く衝撃を受ける。まだ、彼は自分を愛しているかも知れないのだ。今でさえも。全てが起こってしまった後でさえも。未整理のままの感情が、強い激流となって彼女を押し流す。
　彼女が物思いから戻ると、先ほどまでUriel Septimが居た場所には……Nightingaleが座っている。
「知っていたのですね」彼女の顔付きを窺いながら、静かな声で切り出す。「なるほど、知っていたと。頭の回転の速いことです。貴女を驚かせたかったのですがね。少なくとも、驚いた振りくらいはして頂けませんかね？」
　彼女は腕を振って、自分の中に渦巻く動揺を沈めようとする。「私の人を騙す技術なんて、貴方のものには遠く及ばないわ」
　「怒っているのかい？」

　「少しは。それは認めなくちゃね」冷然と言葉を続ける。「貴方のことなんて全く知らないけど、でも裏切り者には少しは不愉快にならざるを得ないもの」
　「面白い人だね」

　彼女は大きく息を吐く。「それで、何が望みなの？」

　「おや、騙そうだなんて、いけませんよ」彼は立ち上がると真正面から彼女の顔を見据える。「私が何を望んでいるか、とっくに貴女は御承知のはずです」
　「拷問にでも掛けたいのでしょう？　どうぞ、好きになさい。ここは貴方の帝都ですもの、逃げ隠れ出来ないわ。でも、子供達には手出しさせないわよ」
　「いえ、いえ、全くもって。そんなこと少しも望んではいませんよ、Barenziah」Nightingaleは彼女に近付くと、体中にさざ波を起こさせるような、かつての愛撫めいた低い声音で囁く。あの時と同じ声が、今ここでも彼女に繰り返されているのだ。「怖がらないで。ただ、こうするだけだから」そう言って、彼の手がBarenziahの腕に伸びる。
　決意が揺らいでいくのを、彼への嫌悪が薄まっていくのを彼女は感じる。「私を連れ去ってしまうことも出来たでしょうに」独りでに涙が目に集まっていく。
　彼は首を振る。「私には力が無かった。ああ、でも今は、今は……！　私は全てを持っている。私の持っているもの全て、二人で分かつことも与えることだって出来る……君のために」そして、一度、窓を通じて眼下に広がる帝都を腕で示してから、「私の手に入れたTamriel全土、それは君の足元に横たえるためのものだ。……そう、全ては始まったばかりなのさ」
　「遅すぎたのよ、余りにも。貴方は私をSymmachusの下に置いて去って行ったわ」
　「奴は死んだ。あの百姓は死んだ。それに、君を待たせたのだって、少しの間じゃないか。何の問題があると言うんだい？」

　「子供達は――」
　「養子にすればいい。それで上手くやっていけるさ、Barenziah。そうとも、きっと素敵な大人に育つに違いないよ！　だって、それに見合うだけのものを与えることが出来るのだから！　君には美しさと魔術が、私には絶大な、君が夢想だにしなかったような権力があるのだから！」そう言うと、彼女に近付いてキスしてみせる。
　彼の抱擁を振り払って、彼女は一歩しりぞく。「信用できないわ」
　「確かに、そうだろうとも。何と言っても、君はまだ怒っているんだからね。でも、それだけだよ」彼は微笑してみせるが、目までは笑っていない。「何か欲しいものはあるかい、Barenziah？　教えてくれないか、愛しのBarenziah。何でも君のものにしてみせるから」
　そのとき、彼女の面前には今までの人生が走馬灯のように駆け巡っていた。過去、現在、そして来るべき未来。異なった時間の、異なった生活の、異なったBarenziahたち。その内のどれが本当なのだろう？　どれが本当のBarenziahなのだろう？　それを選ぶことで、彼女は自身の運命を決定することになるのだ。
　そして、それをした。彼女には分かった。彼女には分かったのだ、誰が本当のBarenziahで、何を自分が望んでいるのかを。
　「庭を歩いてみたいわ」彼女は言う。「それに、何か歌でも口ずさみながら」
　Nightingaleは笑ってみせる。「私と愛を語らいたいのかい？」

　「あら、駄目かしら？　貴方なら、上手くやってのけるでしょう？　それに、ずっと私を愛し続けてくれるでしょう？」

　彼は微笑む。「お望みのままに、Barenziah女王陛下。貴女の望みが私の望みです」そして手を取って口付けをする。「今も、そして永遠に」

　それから、二人は蜜月を過ごしていた。皇帝の仕事を部下に任せて、一緒に散歩したり語らったり歌ったり笑い合ったりしたのだ。
　「杖が見たいわ」或る日、何とは無しに彼女は言った。「チラッとしか見ていないもの。覚えているでしょう？」
　その言葉に、彼は眉をしかめてみせる。「君が喜ぶことだったら何でもしてあげるけど。……でも、それは駄目だよ」

　「信用してくれないの？」彼がキスしようともたれ掛かったところに、彼女は拗ねたように唇を尖らせてみせる。
　「まさか。もちろん、信用しているとも。でも、ここには無いのさ」そう言って含み笑いをする。「実を言えば、何処にも無いのだけれど」もう一度、今度はより情熱的にキスをする。
　「あら、また謎かけかしら？　本当に見たいのよ。もう壊してしまってはいないでしょうし」

　「ふむ。前に会った時よりも知恵を付けたようだね」

　「どういうわけか、貴方が私の知識欲に火を付けたのよ」彼女は立ち上がる。「混沌の杖が壊されている事は無い。それに、Tamrielから持ち出されていることも無い。そんな事をすれば、Tamrielそのものに恐ろしい結果をもたらすでしょうからね」
　「ふうむ、なるほど。素晴らしい、全て当たっているよ。破壊されても居なければ、Tamrielから持ち出されても居ない。でも、私は言ったね、杖は何処にも無いと。この謎かけは解けるかい？」彼女を引き寄せると、もたれ掛かるように抱擁を交わす。「ここには、ずっと難しい問題が残っているよ」彼は囁く。「どうすれば、一つのものが二つの内の一つになるだろう？　出来ることなら、君にも杖を見せてあげたいのだけどね」そして、二人の体は、もつれ合うように折り重なる。
　その後、二人が体を引き離して少しの間まどろんでいた時に、彼女は夢うつつに考えに耽っていた。「二つの内の一つ、一つの内の二つ、二つの内の三つ、三つの内の二つ……破壊するのでも、取り去ってしまうのでもなく……そう、バラバラにして分けておくのだ……きっと……」
　と、彼女は目を爛々と輝かせて立ち上がる。そして、その顔には笑みが広がっていったのであった。
　Nightingaleは日記を付けていた。下からの報告を、その日記に夜毎に走り書きしていたのだ。それは鍵付きの机にあったもの、鍵そのものは単純なものでしか無かった。結局のところ、彼女は盗賊ギルドの一員であったのであり、そんな鍵は何の障害でもなかったのだ。盗賊ギルドの一員としての自分、それは過去の人生の自分……今とは別の……もう一人のBarenziah……。
　ある朝、彼がトイレに立っている隙に、何とか忍び足でもってその日記を盗み見することに成功した。そうして、最初の杖の破片がFang Lair（牙のねぐらの意）と呼ばれる古代のDwarfの炭鉱にあることを突き止めた。もっとも、その位置は非常に曖昧な言葉で述べられていたが。その日記には様々な出来事が省略されて詰め込まれており、しかも奇妙な速記術で書かれていて判読は困難である。
　「Tamrielは全て、」と彼女は思う。「彼の手中に在るのだ。きっと、鉱山も、それ以外も。でも……」
　外見の魅力にも関わらず、彼のハートが在るべきところには冷たい空虚が、彼自身も気付かないような空白が在るのだ。そう彼女は思う。ときどき彼の目が虚ろに厳しくなる時に、それを垣間見ることが出来る。でも、そんなことを彼は考えもせずに、ひたすら幸福や満足を追い求めているのだ。百姓じみた夢、そうBarenziahが考えていたものとStrawのことが、彼女の現前にフラッシュバックする。見失われてしまった、それは悲しい夢だ。それから、Therris、あの嫌らしいKhajiitの笑顔。Tiber Septim、力強くも孤独な男。Symmachus、頑健で鈍感で、何も言わずに自分の為すべき事をキッチリと果たすSymmachus。Nightingale、謎を孕んだ、光と影を持つNightingale。全てを支配して、そして……秩序の名の下に混沌を広げんとするNightingale。
　彼の下を離れて子供達に会うことに、彼女は乗り気ではない。何故なら、まだ彼らには自分の父親の死が……そして、その代わりが皇帝となるだろうことが伝えられていないからだ。だが、遂に彼女はそれを決行した。そして、それは容易ではなかったのである。Morgiahは彼女に張り付いてずっとメソメソと泣き通しで、Helsethの方は、話を聞くとすぐに独りで庭へ走り出していってしまい、その後は、父親の話は全て避けて彼女の抱擁さえ受け容れようとはしなかったのである。
　その折に、ちょうどEadwyreは彼女を訪ねていた。そこで、今まで知り得た情報を彼に伝えると、まだNightingaleの下に残らねばならない旨、これからも情報収集を続ける旨を告げた。
　Nightingaleは、彼女のファンである年寄りについてBarenziahをからかってみせる。その年寄り、つまりEadwyreに彼はかなりの疑念を抱いているのだ。しかし、ほとんど気に掛けてはいない。そんな年老いた道化の話を、誰も真面目には受け取らないと踏んでいるのだ。彼女は、二人の間を何とか取り持とうとさえした。そうして、公的にはEadwyreは自身の疑念を撤回して、それを彼の「古い友人」である皇帝は許す形となった。その後では、少なくとも週に一回は、二人は食事を共にするようになったのである。
　Eadwyreは子供達に好かれており、母親と皇帝との不倫を受け容れられずに結果的にUriel Septimが大嫌いになってしまったHelsethも例外ではなかった。Helsethは無愛想になって日毎に気分が変わっては、しばしば母親と彼女の恋人と口論をしていた。そんな事が起こる度にEadwyreは悲しんでいたが、Barenziahへの愛情を明からさまに見せ付けることでその年寄りを苛立たせる事が出来てNightingaleはひどく喜んでいたのである。
　もちろん、彼らは結婚する事は無かった。少なくとも、まだ無かった。Uriel Septimとしては、Nightingaleには既に妻が居たからだ。帝位を簒奪したNightingaleは、早々に皇妃を追放していた。しかし、彼女を敢えて傷付けるような事はしなかった。彼女には、「唯一者の寺院」が駆け込み寺として与えられたのである。そして、彼女の体調は思わしくないと大々的に発表され、Nightingaleの手先が撒き散らした噂によって皇妃は心を病んでしまったのである。そして、本当の皇帝の子供達も同様に、「遊学」と称してTamriel中の様々な収容所へと送られてしまったのである。
　「その内に彼女も参ってしまうよ」満足するまで食べて膨れたBarenziahの胸と腹を見ながら、全く注意を払う事も無く后妃についてNightingaleは喋る。「彼女の子供達については……ふむ、人生には危険が付き物だろう？　その様にしておこう。さあ、ようやく私達も結ばれるよ。そうすれば、君の子供達は私の本当の後継者だ」
　Nightingaleは子供を欲しがっている。そうBarenziahは確信している。しかし、自分のことを彼がどう思っているかについては確かではないが。このところ、彼らは、しばしば暴力すら交えて口論を続けている。それは、大抵はHelsethのことで、Nightingaleは彼を帝都から最も遠い帝国領であるSummurset Isleに在る学校へと厄介払いしようと思っているのだ。彼女は、この口論を避けるために何か努力を払うようなことはしなかった。結局のところ、Nightingaleは静かで穏やかな人生など興味が無いのだ。そして、仲直りした後で徹底的に二人は楽しむのである。
　時々、子供達を引き連れて昔の住居に戻っては、「もう貴方とはやっていけない」と宣言したりもする。しかし、何時でもNightingaleはBarenziahを迎えに来ては、何時でも彼女の方も彼に従ってしまうのである。それは言いようも無いような、Tamrielに昇っては下る「双子の月」のようであった。
　Barenziahが遂に杖の最後の破片の在り処――そこから破片を回収するのは容易であるように思われた。何故なら、どんなDark Elfも知っているような場所、つまりDagoth-Ur山であったからだ――を判読した時には、既に彼女のお腹の中には六ヶ月の赤ん坊が居た。

　それから、次にNightingaleと口論をした時には、彼女はEadwyreと一緒に街を出てHigh Rock、そのWayrestをひたすら目指した。Nightingaleは猛烈に腹を立てたものの、彼に出来ることはほとんど無かった。暗殺部隊を差し向ける訳にもいかないし、権力の座を降りて自ら彼女たちを追う訳にもいかなかったのだ。それに、表立ってWayrestに宣戦布告する事も出来ない。Barenziahや彼女から産まれて来るであろう子供に対しても、正当な要求は出来ない。実際のところ、帝都の貴族たちは、彼とBarenziahとの不倫を快くは思っていなかったのである。もちろん、これはTiber Septimの時にも同様であり、だから彼らは喜んで彼女が去るのを容認したのである。
　Wayrestでも帝都に於けるのと同様に彼女は懐疑の目で見られたものの、Eadwyreは小さいながらも繁栄している彼の都市国家の住民から狂信的とも言えるほどの歓迎を受けていた。だから、彼の……風変わりなところも容易に受け容れられていたのである。Nightingaleとの子を産んだ一年後、二人は式を挙げた。この様な好ましくない事実にも関わらず、彼はBarenziahも彼女の子供達も溺愛した。その様には彼女の方はEadwyreを愛せなかったけれど、しかし彼のことは好きだったし、愛情に似た気持ちを覚えることもあった。何れにせよ、彼は良い人であるし、Wayrestは子供が育つのにも良い場所であるのだ。そうして、彼らは、例の勇者の成功を祈りながら時期が到来するのを待っていたのである。
　それが誰であれ、この名も無き勇者が任務を達成するのに余り時間を掛けないように、それだけを彼女は願っていた。彼女はDark Elfで、だから、この世界にずっと留まっていることになる。ずっと。しかし、もはや愛が与えられることも、憎しみが生まれることも無い。彼女には何も残されていないのだ。苦痛と、記憶……それに子供達を除いては。ただ彼女が欲するのは、自分の子供達を育て上げること、彼らに素敵な人生を与えること、そして余生を生き抜くことだけである。もう自分の命が長くないことは分かっている。そして、彼女の心も魂も、その残り少ない余生を通じて平和と平穏を求めているのである。まったく、百姓じみた夢だ。それこそ、彼女が望んだものだったのだ。それこそ、真実のBarenziahが望んだものだったのだ。それこそ、真実のBarenziahであったのだ。百姓（peasant）の夢を。
　喜ばしい（pleasant）夢を。
